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町民のうごき

人口 3,2 8 1人 (-4)

男 1,5 8 7人 (-4)

女 1,694人（土0)

世帯数 1, 0 0 3蒜 (-2)

（平成9年 1月31日現在）



R。毯。龍） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂麟 (2) 

一
月
十
三
日
、
肱
川
町
議
会
臨
時

会
が
開
か
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
お

よ
び
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

の
正
副
委
員
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〔山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
〕

委

員

長

渡

邊

弘

務

氏

副

委

員

長

沖

浦

賢

嗣

氏 副議長

和氣邦嗣氏

議長

下石 勲氏

議長にF石氏
副議長に和氣氏

を選出

肱川町議会臨時会

縁り上げ支騎と

繰り下げ支給

老齢基礎年金の受給開始年齢は65

歳ですが、繰り上げや繰り下げて受

給することができます。ただし繰り

上げ支給の場合、支給率は65歳になっ

ても戻りませんのでご注意ください。

毎
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
は
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
年
金
基
金

の
掛
金
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
と
き
に
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と

し
て
、
全
額
が
課
税
対
象
か
ら
差
し

引
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
、
平
成

八
年

一
月
か
ら
十

二
月
の
間
に
納
め

ら
れ
た
保
険
料
や
掛
金
で
、
ご
自
身

の
保
険
料
や
掛
金
は
も
と
よ
り
、
生

計
を
同
一
に
す
る
配
偶
者
、
そ
の
他

の
親
族
（
別
居
中
の
学
生
も
含
む
）
が

負
担
す
べ
き
保
険
料
を
納
め
て
い
る

場
合
に
は
そ
の
保
険
料
も
控
除
の
対

年金だより

国
民
年
金
保
険
料
や

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
は

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

控
除
さ
れ
ま
す

象
に
な
り
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
年
末
調

整
時
の
「
保
険
料
等
控
除
申
告
書
」
に

記
入
す
る
こ
と
に
よ
り
手
続
き
は
終

わ
り
ま
す
が
、
年
末
調
整
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
方
や
申
告
書
に
記
入
漏

れ
が
あ
っ
た
方
は
、
住
所
地
の
税
務

署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
納
め
忘
れ
て

い
た

保
険
料
を
納
め
た
り
、
免
除
を
受
け

て
い
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
た
場

合
な
ど
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
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(3)⑲。悠。龍） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂怨忌

（
 
長 寿 番 付 表）

 （平成9年 2月6日現在）
東 寿 西

部落名 氏 名 生年月日 年齢 番付 部落名 氏 名 生年月日 年齢

上嵯峨谷 高橋 安一 明治27年11月14日 102 横綱 上鹿野川 大越モトヱ 明治28年7月30日 101 

山 槌 池田コマッ 明治30年11月20日 99 大関 中居谷 櫻田ミサヲ 明治32年1月13日 98 

上鹿野川 米田フクヱ 明治32年7月15日 97 関脇 .:f:±: /‘ 栄 上野サカヱ 明治32年12月17日 97 

郷 栗田クニヱ 明治33年1月30日 97 小結 郷 裔岡 ミヱ 明治33年6月14日 96 

中 野 山田 コイ 明治34年10月9日 95 前頭筆頭 郷 松田 ヌイ 明治34年12月5日 95 

市之畦 堀内カヲル 明治35年12月17日 94 1 大 和 出水サカエ 明治36年10月21日 93 

上嵯餓谷 和氣 久衛 明治37年2月23日 92 2 瓜生谷 山下ソメヨ 明治37年7月16日 92 

中 野 松尾、ンズカ 明治37年7月23日 92 3 道野尾 大野ミサヲ 明治37年8月1日 92 

協 生 坪田 嘉儀 明治37年9月1日 • 92 4 下敷水 帽子 コト 明治37年11月22日 92 

市之畦 保積チョノ 明治38年1月15日 92 5 中 野 谷 ヒサヨ 明治38年1月20日 92 

郷 兵頭 ノヽ ノレ 明治38年3月28日 91 6 中居谷 中野キクヨ 明治38年7月4日 91 

牙，、 造武田 カ子 明治38年7月14日 91 7 白 石 寺岡幾次郎 明治38年10月11日 91 

瓜生谷 山中美須恵 明治38年11月27日 91 8 上鹿野川 村田スミヱ 明治38年11月28日 91 

小 倉 大森フユノ 明治38年12月27日 91 ， 瓜生谷 山下トラヨ 明治39年2月20日 90 
下鹿野川 二宮 善美 明治39年5月19日 90 10 小 藪 宇都宮常行 明治39年6月6日 90 

下鹿野川 金野 数恵 明治40年1月31日 90 11 協 生 宮本 花枝 明治40年4月7日 89 

大 和 東 シカ 明治40年5月5日 89 12 上鹿野川 和氣 花子 明治40年5月23日 89 

道野尾 東カホル 明治40年5月24日 89 13 中 野 曽根フサコ 明治40年5月29日 89 

柳 堀 ツ子ヨ 明治40年7月5日 89 14 旦泉／ 地 岩田 松三 明治40年9月15日 89 

協 生 安川 正則 明治40年9月19日 89 15 中 津 二宮 秀若 明治40年11月12日 89 

月野尾 上甲 計江 明治40年11月23日 89 十両 藤野原 池田 r 呂コ 明治40年11月29日 89 

嘉 城 山田ヨ、ン子 明治40年12月9日 89 2 .:I± /‘‘ 栄 中野 貞子 明治40年12月21日 89 

下鹿野川 池田 愛子 明治41年3月13日 88 3 中 野 藤高ハナミ 明治41年4月16日 88 

±1: /‘ 栄 坂タケオ 明治41年9月3日 88 4 中居谷 沖浦 重美 明治41年9月8日 88 

市之畦 三瀬 シマ 明治41年10月15日 88 5 藤野原 林 義一 朋治41年10月23日 88 

柳 菅原 勤 明治41年10月24日 88 6 I|、 藪 三井 ミツル 明治41年11月11日 88 

下嵯峨谷 城戸ミナコ 明治41年12月25日 88 7 下鹿野川 川上 幸子 明治42年7月28日 87 

広 常 新 重子 明治42年7月30日 87 8 町 福田フジコ 明治42年8月4日 87 

大 和 神井恵美子 明治42年8月26日 87 ， 下鹿野川 金野フジェ 明治42年9月5日 87 
月野尾 山内 壽幸 明治42年9月19日 87 10 山 槌 久保田壽行 明治42年10月10日 87 

議会議長丁：石i 勲 民生総務任E* 明徳 町 長プこ匪f 和

行司老連会長西本 源格 検査役収 入役 中野； 博司 勧進元

助 役森 毎糸 町民福社長杉:尾 国和 社協会長 礼届田 保

:: 

西

横

綱

大

越

モ
ト
ヱ
さ
ん

東

横

綱

晶

橋

安

長
寿
番
付

さ
ん

新
春
恒
例
の
肱
川
町
長
寿
番
付
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
の
横
網
は
、
昨
年
と
同
じ
く
上

嵯
峨
谷
の
高
橋
安

一
さ
ん
で
百
二
歳

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

西
の
横
綱
も
変
わ
り
な
く
上
鹿
野

川
の
大
越
モ
ト
ヱ
さ
ん
百
一
歳
で
す
。

東
の
大
関
、
池
田
コ
マ
ッ
さ
ん

（
山
槌
）
も
今
年
十

一
月
に
は
、
百
歳

を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

番
付
表
の
み
な
さ
ん
は
、
明
治

・

大
正
・
昭
和
•

平
成
と
激
動
の
時
代

を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
み
な
さ
ん

で
す
。そ
の
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
難

も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
が
お
元
気

で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

＊
番
付
の
年
齢
は
、
平
成
九
年
二
月

六
日
現
在
の
も
の
で
す
。

誕
生
日
が
来
た
ら
、
こ
の
表
の

年
齢
に

一
歳
が
加
え
ら
れ
ま
す
。



9。毯。龍） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂邸忌 (4) 

今
回
は
、
心
臓
発
作
を
起
こ
し
た
場

合
の
応
急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。心
臓
が
急
に
お
か
し
く
な
る
と
き
の

症
状
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す。
脈
が
急
に
速
く
、
不
規
則
に
な
り
激

し
く
胸
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛

み
が
お
こ
り
、
皮
膚
が
冷
た
＜
湿

っ
た

状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に
は

心
臓
が
と
ま
っ
て
、
意
識
を
失
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

普
通
で
も
、
少
し
動
く
と
動
悸
が
ひ

ど
く
な
る
よ
う
な
人
は
、
い
つ
も
心
臓

が
、
体
が
必
要
と
す
る
だ
け
の
血
液
を

送
り
出
す
力
が
な
い
状
態
で

こ
れ
を
慢

性
心
不
全
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
急
性
心
不
全
と
は
突

然
、
体
が
必
要
と
す
る
だ
け
の

血
液
を

送
り
出
せ
な
く
な
る
状
態
で
す
。

こ
の
場
合
、
慢
性
心
不
全
が
悪
化
し

た
と
き
と
全
く
健
康
だ
っ
た
心
臓
が
突

然
、
不
全
を
お
こ
す
と
き
と
の
二
通
り

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
一
の
慢
性
の
も
の
が
急
に
悪
化
す

る
場
合
は
、
心
臓
の
病
気
そ
の
も
の
に

原
因
が
あ
り
、
顔
や
足
の
む
く
み
が
み

ら
れ
息
苦
し
さ
を
訴
え
、
と
く
に
平
ら

に
寝
か
せ
る
と
ひ
ど
く
な
り
、
顔
色
も

蒼
白
く
唇
な
ど
は
紫
色
に
な
り
ま
す
。

第
二
の
も
の
は
急
性
心
不
全
の
主
流

を
な
す
も
の
で
、
健
康
な
人
を
突
然
襲
っ

て
き
ま
す
。
脳
出
血
と
同
じ
で
五
十
歳

代
か
ら
に
多
く
、
心
臓
そ
の
も
の
に
酸

素
を
送
っ
て
い
る
冠
状
動
脈
と
い
う
血

管
の
異
常
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
狭
心

症
ま
た
は
心
筋
梗
塞
と
よ
ば
れ
る
病
気

で
す
。症
状
は
そ
の
ど
ち
ら
も
突
然
、
胸
を

し
め
つ
け
る
よ
う
な
感
じ
ゃ
、
重
い
も

の
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う
な
痛
み
、

さ
ら
に
焼
け
つ
く
よ
う
な
痛
み
が
き
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
脈
が
非
常
に
速

く
な
り
、
と
き
に
は
そ
の
打
ち
方
が
不

規
則
に
な
り
ま
す
。

ひ
ど
い
と
き
は
、
顔
色
は
蒼
白
く
皮

膚
は
冷
た
く
、
し
か
も
湿
っ
た
感
じ
に

な
り
、
そ
の
ま
ま
心
臓
が
止
ま
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

一
、
応
急
手
当

心
臓
発
作
を
お
こ
し
た
場
合
は
体
を

し
め
つ
け
て
い
る
衣
服
を
ゆ
る
め
て
胸

も
と
を
楽
に
し
、
本
人
が
一
番
楽
に
感

じ
る
姿
勢
を
と
ら
せ
ま
す
。
ソ
フ
ァ

ー

な
ど
に
座
ら
せ
る
か
、
ベ
ッ
ド
や
ふ
と

ん
に
楽
な
姿
勢
で
寝
か
せ
、
寒
が
る
と

ぎ
は
毛
布
な
ど
で
保
温
し
ま
す
。

心
臓
に
持
病
の
あ
る
人
な
ら
常
備
薬

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
飲
ま
せ
れ
ば
楽

に
な
り
ま
す
。

も
し
、
意
識
を
失
え
ば
気
道
を
確
保

し
、
呼
吸
や
脈
拍
が
停
止
し
た
ら
人
工

呼
吸
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

次
回
は
、
骨
折
し
た
場
合
の
応
急
手

当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
急
手身』一

i
J

う
↓ナ
よ
う

(9) 

川上支署

猿が滝に

竹で作ったベンチが完成

猿が滝の草刈り

猿
が
滝
城
跡
は
、
予
子
林
白
寿
会

会
長
の
山
中
美
茂
さ
ん
他
八
十
人
の

会
員
た
ち
が
昭
和
五
十
八
年
頃
か
ら

公
園
の
整
備
を
し
て
こ
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
に
、
ふ
じ
棚
、
つ
つ
じ
等
の
植

樹
、
又
、
平
成
四
年
に
は
、
休
憩
所

も
完
成
し
予
子
林
小
学
校
の
児
童
生

徒
・
幼
稚
園
児
と
白
寿
会
会
員
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
交
流
を
深
め

公
園
の
草
刈
り
等
も
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
回
こ
の
公
園
に
一
月
十
六
日
、

， 

で取 いても のてを
しり尚まれ元山苦のし組
たは‘しば気中労作たみ
°ずこた 1_ で 会が業り立
しの 。と
が手笑 t

み長うが‘ て

き作 顔さ
よさか行 竹る
んがわを前すみ個一勉で会 しソれ竹

＜喜 ；人旦；れあに°立の日強視員こたチたで
‘ぶは てべかし察がの°が手組

い、ノ えぉこすみつ‘ た‘ノかてに高べ 完作み
て役れ゜なた油 もチつ九行知‘ノ 成り立

-は もにか さり抜 のをて人ぎ県チ
は
しのて

と、 ら立ら んしき で組十で‘ま、 まべら

No.〈{立3切一つ“四R
上 よてソ近もパ
野 ろ来ミで活‘ノ愛は

しまュは発マ 美 し
くし l高な ソぉめ
！ ！たジ知女が姉ま
°アのの大ち し
こムア子好 ゃて

ばしこ J〈:t t塁
ら行、ノ゜とアで
もつマ最て、ノt

お父さん
英喜さん

お母さん

芳子さん

叩
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

平
成

7
年

5
月
9
日
生

1
歳
9
か
月

白寿会会員によるベンチの組み立て

お父さん
良治さん

お母さん

清香さん

-

l‘、‘‘‘、
.t̀‘
'
り

'toiì

ìt̀

み

さ

き

三
瀬
美
咲
ち
ゃ
ん
（
町
）

平
成

7
年

5
月

6
日
生

1
歳
9
か
月

わ
が
家
の
マ
メ
台
風
！
は
や

て
で
す
。
お
外
大
好
ぎ
、
走
る

の
大
好
き
。
お
兄
ち
ゃ
ん
達
の

後
を
追
っ
て
は
、
タ
ッ
タ
カ
タ
ー

日
下
り
坂
も
な
ん
の
そ
の
。

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ハ
ラ
ハ

ラ
、
ド
キ
ド
キ
）
こ
れ
か
ら
も
、

益
々
、
元
気
で
ー
す
。



(5)＠。啓。稲） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂麟

机
の
引
ぎ
出
し

な
ど
に
し
ま
い
込

ん
で
忘
れ
て
い
る
、

少
額
だ
か
ら
、
面

倒
だ
か
ら
と
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由

で
、
長
い
間
利
用

し
て
い
な
い
郵
便

貯
金
の
通
帳
や
証
書
は
あ
り
ま
せ
ん

込

0
ヵ
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
自

分
の
貯
金
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

権
利
が
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
、
も
う
一
度

ご
確
認
を
。 長い閥刹眉のない

通帳・証請はありませんか

＜郵便貯金の権利消滅の防止〉

郵便局からお知らせ

十
年
間
一
度
も
貯
金
の
出
し
入
れ

が
な
い
通
帳
や
満
期
後
十
年
と
な
る

証
書
を
も
っ
て
い
る
人
に
は
、
「
貯

金
の
払
い
戻
し
等
を
お
勧
め
す
る
お

知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

払
い
戻
し
の
知
ら
せ
が
届
い
て
か

ら
、
さ
ら
に
十
年
の
間
に
払
い
戻
し

の
請
求
が
な
い
場
合
、
今
度
は
「
ま

も
な
く
貯
金
の
権
利
が
消
滅
す
る
旨

の
お
知
ら
せ
」
が
郵
送
さ
れ
、
そ
の

後
ニ
カ
月
た
っ
て
も
払
い
戻
し
の
請

求
が
な
け
れ
ば
、
貯
金
の
権
利
は
な

く
な
り
ま
す
。

「
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
ら
、
な
る

べ
く
早
め
に
近
く
の
郵
便
局
へ
払
い

戻
し
な
ど
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
権
利
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
〉

長
い
間
使
っ
て
い
な
い
通
帳
や
証

書
の
有
無
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

「
'

9

9

,

＇
お
願
い

一
転
勤
・
結
婚
な
ど
で
住
所
・

ー
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
変
更

~
の
届
出
。
ま
た
、
長
い
間
使
っ

~
て
い
な
か
っ
た
り
忘
れ
て
い
た

i

り
し
た
通
帳
や
証
書
を
み

つ
け

-
た
と
き
は
、
印
か
ん
と
本
人
で

ー
あ
る
こ
と
の
証
明
書
を
持
参
の

ー
う
え
、
窓
ロ
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ

、0し

r
,
＇ 0

金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

0
最
終
利
用
か
ら
権
利
消
減
ま
で

マイホーム資金は「年金住宅融資」で！

平成8年度第4回受付開始
◎年金住宅融資は、国の年金積立金還元融資

ですから大変有利です。

●利用できる方

現在厚生年金保険の加入者で、加入期間が 3

年以上ある方（国民年金の保険料納付済期間

を含む）

●資金の使いみち
新築住宅・マンショ‘ノ・建売住宅、中古住宅

の購入および増改築などの住宅改良資金（無

抽選・先着順）

●融資 金額

所要資金の80％以内で、最高1,870万円まで

（高齢者・身障者同居(300万円）の割増あり）

率●融資

年3.21%
（利率については、改訂することがあります。）

●返済方法

元金均等返済・元利均等返済の選択ができる

利

●返済期間

住宅の種類によって 5年から35年

？受付期 間
平成 9年 2月19日（水）から

平成 9年 3月4日（火）までの予定

（但し、 予定枠がありますので枠に達しますと締切ります。）

※なお、バリアフリー住宅およぴ教育ローソの

資金もあります。詳し くは、下記へおたずね

ください。

社団法人愛媛県年金福祉協会

〒790松山市南堀端町 5番地 7
松山東京生命館

電話 089-941-7667（代）
F A X 089-947-2162 

悪
質
業
者
は
、
経
済
取
引
に
不
慣

れ
な
お
年
寄
り
や
、
主
婦
・
若
者
を

狙
い
、
あ
の
手
こ
の
手
で
近
付
い
て

き
ま
す
。

1
1
被
害
に
あ
わ
な
い
為
のポ
イ
ン
ト
1
1

0

相
手
を
よ
く
確
認
す
る
。

0

う
ま
い
話
に
は
裏
が
あ
る
。

0

一
人
で
決
め
な
い
、
悩
ま
な
い
。

0

う
か
つ
に
印
鑑
を
押
さ
な
い
。

0

は
っ
き
り
断
る
勇
気
を
も
つ
。

1
1
悪
質
商
法
の
手
口
の
い
ろ
い
ろ
I
I

◇
催
眠
(
S
F
)
商
法

会
場
に
人
を
集
め
、
日
用
品
な
ど

を
無
料
で
配
る
な
ど
し
て
、
会
場
の

雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で

高
額
な
商
品
を
売
り
付
け
る
商
法

◇
マ
ル
チ
商
法

商
品
を
購
入
し
て
会
員
に
な
り
、

知
人
を
紹
介
し
て
入
会
さ
せ
れ
ば
マ
ー

ジ
ソ
が
入
る
ネ
ズ
ミ
講
式
の
商
法

◇
送
り
付
け
商
法

商
品
を
一
方
的
に
送
り
付
け
て
代

金
を
請
求
す
る
商
法
（
別
名
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ソ
）

◇
資
格
商
法

資
格
取
得
を
勧
誘
す
る
手
口
の
商

法◇
か
た
り
商
法

消
防
署
・
保
健
所
な
ど
の
公
的
機

関
を
装
っ
て
強
引
に
売
り
込
む
商
法

気
を
つ
け
よ
う
う
ま
い
話
に
落
し
穴

]
悪
質
商
法
に
ご
用
心

＼ 

3月1日～7日

便利さに

春の全国火災予防運動

慣れて忘れる火のこわさ



R。箆。稲） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 謡麟 (6)
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工

品

な
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脂

質
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少

な

い

た

ん

ば

く

＝

一一
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-

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
腸
乳
製
品
な
ど
）
に
偏
ら
な
い
こ
と
も
、

2005
疇

9
/―

胃
隈
し
夏
囀
警
遷
冒
｀
／
〗
〗
い
い
ず

＝

日

本
食
が
健
康
に
良
い
と
い
う

一
こ
と
は
、
今
や
世
界
的
に
も
知
ら
が
ん
や
乳
が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患
、
日
本
食
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。
最
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乳
ジ
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汀
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一
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
炭
水
化
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
も
分
か
っ
て
き
て
お
り
、
ご
飯
と
そ

物

か

ら

と

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

、

日

ら

、

脂

質

を

抑

え

る

こ
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こ

の
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は

、

人

や

国

に

よ

っ

て

ほ

し

て

大

抵

の

人

は

少

な

い

こ

と

。
低

脂

を

ク

一
二

一
と
ん
と
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
残
る
ご
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選
ひ
ま
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直
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こ
と
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、
ご
飯
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(
J

一
割
合
は
、
人
や
住
ん
で
い
る
国
に
化
物
を
も
っ
と
も

一
ょ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

多

く

含
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で

い

ま
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飯

b
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れ

ば
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如

一

一

日

本

人

の

平

均

値

は

、

脂

質

が

す
。
毎
食
し
っ
か
り
と
ご
飯
を
食
べ
日
本
人
の
食
生
活
は
ほ
ぼ
完
璧
に
な

て

一六
％
、
炭
水
化
物
が
五
八
％
で
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
炭
水
化
物
か
ら
り
ま
す
。

一
す
。
一

方
、
他
の
先
進
国
で
は
、
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
を
確
保
し
、
脂

＝

二

呻

質

か

ら

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

摂

取

の

質

か

ら

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

抑

え

る

構

一

一
割
合
が
四

0
％

前

後

に

も

な

り

、

造

が

、

わ

た

し

た

ち

の

食

生

活

に

は

一

一
L
 

=
こ
れ
が
、
成
人
病
の
主
な
原
因
と
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
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亨スコ足醇に報道噌易峨容れた肱』靡訂

ダイヤル
愛媛県中央児童相談所では、子育てと子供に

関するあらゆる電話相談を受け付けています。

相談時間は、年末年始と祝日を除く毎日、午

前9時から午後9時までです。

子育てなんでも

電話番号 089-923-4152 

ファックス 089-923-4471 

1/13 NHKテレビ

1/14愛媛新聞

1/21 

1/28 

1/30 

” 
II 

” 
1/30南海テレビ

2/ 1 NHKテレビ

2/ 4愛媛新聞

ビデオ通信 パソコソ講習会

四季録教育の骨格

自然を選り好みできない仕事

信頼関係の上に

放送トピックス
演劇を通じ国際交流

ズームアップ97
バント ック先生と谷間の村の仲間たち

ニュース 63 0 野鳥の会

四季録小児歯科

坂根

ギャビンバソトック

坂根

”
 ”
 

修

修



(7)@。毯。稲） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 靡l邸尋

平成8年度歳末たすけあい募金結果

(1)義援金総括表

区分

戸別募金

その 他 ・有志

計

募 金額

514,057 

26,441 

540,498 

円

平成 8年度歳末たすけあい募金配分表

配分先 人員 金 額

長期療養者 41人 123,000円

ねたきり病人等 25人 75,000円

ボーダーライソ世帯 ， 78,000円
義援金配分合計 276,000円

一 般配分充当金 264,498円

合 計 540,498円

(2)部落別明細書

社
協
だ
よ
り

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
、
明
る
い

お
正
月
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ソ
に
、
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
募
金
の
総
額
は
左
記

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
募
金

で
「
町
内
の
寝
た
き
り
者
、
長
期
療

養
者
、
低
所
得
者
世
帯
」
に
、
民
生

委
員
さ
ん
を
通
じ
て
「
皆
様
の
ま
ご

こ
ろ
」
を
伝
え
ま
し
た
。
総
額
二
十

七
万
六
千
円
を
配
分
し
、
残
金
に
つ

きましては県共同募金会に送金

いたしました。この残金は平成

九年度に全額交付され、児童福

祉、老人福祉、給食サービスな

ど多分野にわたって使用いたし

ます。たすけあい募金は、全額

配分するのではなく、町全体の

福祉向上のために使用していま

す。｀

門〗

部落 戸数 金 額 部落 戸数 金 額

小畑井 4 2,000円 見の越 6 3,100円

萩野尾 5 3,000 月野尾 12 8,500 

汗 生 23 15,500 下敷水 13 8,500 

道野尾 24 14,000 敷 水 19 9,600 

上森山 14 7,990 上 敷水 7 3,115 

八重栗 11 5,500 下嵯峨 谷 13 8,000 

山 槌 22 11,450 ” 3 1,500 
協 生 26 16,045 上嵯峨谷 11 7,500 

嘉 城 18 12,000 菟野尾 22 10,931 

±l: ノ←ヽ 栄 48 27,100 橡の木瀬 3 1,500 

中居谷 46 22,735 柳 19 11,500 

白 石 17 9,800 郷 15 11,598 
旦尿／ 地 17 9,024 市之畦 13 7,000 

広 常 39 20,500 瓜 生谷 16 12,000 

久 保 35 18,350 町 23 14,100 

大 平 25 13,495 藤野原 17 8,500 

大屋敷 16 8,500 小 倉 5 2,500 

森 10 7,000 中 津 22 11,529 

肱 栄 13 6,500 部落合計 514,057 

大 和 32 16,500 役場職員 20,000 

中 野 56 36,005 U & K 414 

小 藪 47 23,990 利 子 27 

下鹿野川 46 25,000 前年不要金 6,000 

上鹿野 川 59 38,600 

牙＇し 造 5 2,500 （合計） 540,498 

LJ 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

末

た

す

け

あ

い

募

金

゜

膨II町社会福祉協議会
B (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大

平

山

中

ヤ

エ

子

様

柳

堀

艶

子

様

小

藪

森

本

正

吉

様

〇
紙
お
む
つ
に
つ
い
て

現
在
、
社
協
で
は
ね
た
き
り
者
を

対
象
に
紙
お
む
つ
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
社
協
事
務
局
、

民
生
委
員
さ
ん
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は

年
一
回
合
同
研
修
旅
行
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
で

四
年
目
に
な
り
ま

す
が
毎
年
参
加
者
が
増
え
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
四
月
二
十
二
日
ー

ニ
十

三
日
の
一
泊
二
日
で
島
根
県
出
雲
方

面
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
出
雲
と

い
え
ば
出
雲
大
社
で
す
が
参
拝
は
も

ち
ろ
ん
の
事
、
出
雲
ド
ー
ム
、
ワ
イ

ソ
工
場
、

朝
鮮
人
参
栽
培
を
し
て
い

る
大
根
島
な
ど
を
見
学
予
定
で
す
。

宿
は
山
陰
の
湿
泉
地
、
玉
造
温
泉
に

泊
り
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
て
も
ら
い

ま
す
。
行
か
れ
て
い
る
方
々
も
お
ら

参
加
し
よ
う

（

雑

記

）

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
旅
は
何
回
行
っ

て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
会
員
同
志

で
行
き
ま
す
の
で
隣
の
方
の
気
遣
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員
と
い
っ
て
い

い
程
、
ど
こ
か
痛
い
と
い
う
人
ば
か

り
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

お
互
い
の
日
ご
ろ
の
苦
労
話
を
し
て

華
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
、
又
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

二
月
も
、
も
う
少
し
で
終
り
に
な

り
春
が
や
っ
て
く
る
。
今
年
度
も
終

り
が
近
づ
い
て
ぎ
た
。
一
年
間
ど
ん

な
仕
事
を
し
た
の
か
、
皆
さ
ん
に
役

に
立
つ
仕
事
を
し
た
の
か
不
安
に
な
っ

て
く
る
。
で
も
、

一
生
懸
命
や
っ
た

つ
も
り
で
い
る
の
で
い
い
か
？

老

連

旅

行

神

話

の

里

出

雲

地

方
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海
外
研
修
報
告

ロ

中
野

孝

広

肱
川
町
森
林
組
合

かかか△△かかかかかかかか△△△か△かか

パ関を交 充用施
今方すと流こ実機地肱
号面るら←れを械域川
はへ研ぇ事
‘の修‘ぞ併つ

に図‘の町
し指で

中視と林/— せてい定は
野察し業 1丁‘きたを‘
課にて機っ林まけ受平
長参械
の加肱化あ

て｀業し生け成

J 11 り
担た産五四

研しの
修ま町流ま

い゜施年年
木 手設度度

リし木木れ内の 等かに
ポ t-林＿

I 
勺組('- 士 のら林
ムそ

A 自

トロ
の
っ年
7 成 整事業

を 中ナこ度
を 備業山

一‘‘吉
図 をを村

語 野向は、る 進開活
孝性

介 広能国 ‘ 
た め始性

し 課林際麿 林五詣
ま 長業的 → 業道造
す が機視人 生開改
゜ ヨ械野材 産設善
1 なで派 基‘事
ロど林遣 盤生業
ツに業・ の産実

今か心かかかかかかかかかかか△かかか△か

一
、
訪
問
国

ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア

付
録
に
て
、
デ
ソ
マ
ー
ク
、

フ
ィ
ソ
ラ
ソ
ド

二
、
参
加
人
数

添
乗
員
を
含
め
二
十
人

三

、

期

間

平
成
八
年
六
月
四
日
か
ら

六
月
十
八
日
（
十
五
日
間
）

四

、

目

的

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
林
業
先
進
国
を
訪

問
し
、
各
国
の
林
業
事
情
の
調
査

研
究
、
ま
た
素
材
生
産
高
性
能
林

業
機
械
の
製
作
、
使
用
状
況
、
我

が
国
の
適
応
性
等
の
調
査
研
究
を

行
い
、
地
域
林
業
生
産
活
動
の
活

性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

研
修
し
て
き
た
。

スウェ ーデン

苓``．一・．； 

--
ハーベスター(14t) 

六
月
三
日
、
肱
川
町
を
出
発
、
東

京
全
森
連
に
て
結
団
式
に
臨
む
。
全

国
林
構
協
議
会
・
古
宮
英
明
常
務
ほ

か
の
方
々
か
ら
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、

身
を
引
き
締
め
る
。

六
月
四
日
、
午
前
十
時
四
十
五
分
、

成
田
を
離
陸
す
る
。
機
は
一
万
七
百

ば
上
空
を
時
速
八
百
キ
ロ
で
順
調
に
飛

行
を
続
け
る
が
、
気
流
の
乱
れ
に
乗

じ
揺
れ
を
感
じ
る
。
時
々
、
雲
の
切

れ
目
か
ら
眼
下
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

が
見
え
る
。
ウ
ラ
ル
山
脈
の
雪
景
色
、

広
大
で
冷
た
い
氷
の
世
界
の
ッ
ソ
ド

ラ
地
帯
：
・
・
:
0

や
が
て
居
眠
り
か
ら
覚
め
た
こ
ろ
、

編集•発行

肱 J 11 町

貯
0
ス
ウ
ェ
—
デ
ン
林
業
機
械

会
社
訪
問

眼
下
に
ブ
ル
ー
の
世
界
が
広
が
り
始

め
る
。
バ
ル
ト
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な

小
島
、
ス
カ

ソ
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
：
．
o

機
は
、
見
る
見
る
高
度
を
下
げ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
・
ア
ー
ラ
ソ
ダ
空
港

へ
、
八
千
六
百
km
（
十
一
時
間
）
の
飛

行
を
終
え
て
無
事
着
陸
す
る
。
市
街

へ
向
か
う
車
窓
か
ら
、
コ
マ
ツ
の
重

機
、
日
本
車
（
―
二
％
が
日
本
車
）
を

見
か
け
る
。

夕
日
に
映
え
る
メ
ー
ラ
ソ
湖
と
バ

ル
ト
海
、
そ
こ
に
ア
ソ
デ
ル
セ
ソ
童

話
の
絵
本
か
ら
抜
け
出
し
た
よ
う
な

建
物
が
マ
ッ
チ
し
て
、
初
め
て
見
る

景
色
に
感
動
。
し
ば
ら
く
は
誰
も
無

口
で
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

六

月

五

日

晴

天

バ
ス
で
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
北

上
す
る
こ
と
二
百
二
十
km
、
エ
ス
テ

ル
ヘ
ル
ネ
ボ
に
あ
る
林
業
機
械
メ
ー

カ
ー
・
ス
コ
グ
ス
ヤ
ソ
（
株
）
を
訪
問

す
る
。途
中
の
景
色
は
、
平
地
に
森
が
あ

る
と
思
え
ば
農
地
が
広
が
り
、
家
が

森
の
中
に
ポ
ツ
リ
ボ
ッ
リ
と
点
在
す

る
。
家
は
木
造
で
、
ど
れ
も
立
派
に

見
え
た
。

こ
の
会
社
は
、
欧
州
第
四
位
の
林

業
機
械
メ
ー
カ
ー
で
、
一
九
六
九
年

に
会
社
創
立
、
現
在
の
資
本
金
は
約

四
十
四
億
円
。
支
社
は
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
・

フ
ラ
ソ
ス
、
事
業
所
は
ド
イ
ツ
・
ス

イ
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
置
ぎ
、
製
造
販
売
を
し
て
い
る
。

機
械
は
、
四
輪
駆
動
（
三
機
種
）
．

六
輪
駆
動
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
、
フ
ォ
ー

ワ
ー
ダ
ー
、
ロ
ー
ダ
ー
、

ヘ
ッ
ド
等

で
、
技
術
的
に
は
優
れ
て
い
る
。
ニ

カ
所
の
製
造
工
場
視
察
の
後
、
会
社

の
製
品
を
使
用
し
て
い
る
作
業
現
場

に
向
か
う
。

第
一
現
場
で
は
、
六
輪
駆
動
ハ
ー

ベ
ス
タ
ー
（
十
八
ト
ソ
、
材
径
七
五
乃
）

を
使
用
し
た
私
有
林
（
主
に
ト
ウ
ヒ
）

の
伐
採
を
見
学
す
る
。

こ
こ
で
は
、
一
時
間
平
均
五

O
l

六
0
立
方
い
い
を
伐
採
し
（
機
械
能
力
／

八

0
立
方
区
毎
時
）
、
伐
採
作
業
員

の
賃
金
は
歩
合
制
で
一
時
間
・
一
〇

0
ク
ロ

ー
ネ
（
約
一
八

0
0円
）
、
八

時
間
労
働
の
三
交
替
制
。

ま
た
、
良
材
は
日
本
向
け
に
輸
出

し
て
い
る
そ
う
で
、
細
丸
太
は
パ
ル

。
フ
用
、
枝
条
は
燃
料
に
利
用
し
て
山

に
は
葉
だ
け
捨
て
る
と
の
こ
と
だ
っ

こ。t
 
第
二
現
場
で
は
、
フ
ォ
ー
ワ
ー
ダ
ー

（
十
二
、
三
ト
ソ
）
で
の
間
伐
材
搬
出
を

見
学
。
チ
ェ
ー
ソ
を
付
け
て
い
る
の

は
、
地
面
に
岩
が
多
い
た
め
に
タ
イ

ヤ
の
保
護
が
目
的
。
林
道
ま
で
の
伐

出
費
用
は
、
立
方
ば
当
た
り
七

0
ク

ロ
ー
ネ
（
約
―
二
六

0
円
）
、
日
本
の

十
分
の
一
の
コ
ス
ト
で
あ
る
。
伐
採

木
は
ア
カ
マ
ツ
、
ト
ウ
ヒ
、
モ

ミ
、

カ
バ
等
で
あ

っ
た
。

山
は
平
た
ん
で
あ
る
が
、
転
石

こ
う

（
花
慨
岩
）
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

、
岩
の
間
に

植
生
し
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
植
生

樹
種
は
ア
カ
マ
ツ
・
ト
ウ
ヒ
・
カ
バ
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等
、
こ
の

三
点
セ

ッ
ト
の
混
合
林
ば

か
り
目
立
つ
。
ど
の
木
も
通
直
で
、

目
ご
み
は
非
常
に
良
く
、
伐
木
造
材

に
頭
を
使
わ
な
く
て
も
済
み
そ
う
で

あ
る
。皆
伐
と
い
っ
て
も
全
部
伐
ら
ず
に
、

種
の
保
存
の
た
め
、
苗
が
生
え
て
く

る
ま
で
（
約
五
年
位
）
は
、
相
当
数
残

し
て
あ
る
。
鳥
獣
保
護
（
キ
ッ
ツ
キ

等
）
の
た
め
、
枯
木
、
曲
り
木
等
は
、

地
上
三
ー
五

m
位
残
し
て
伐
っ
て
い

る。
木
の
直
径
が

三
〇
巧
に
な
る
の
に

七
十
ー
八
十
年
か
か
る
。
（
目
ご
み

が
良
い
理
由
）
。

六

月

六

日

睛

天

ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら

二
百
三
十

km
先
の
ス
ト
ロ
ム
ス
ベ
ル
グ
に
あ
る

林
業
会
社
、
ス
ト
ウ
ラ
ス
コ
グ
（
株
）

を
訪
問
す
る
。
こ
の
会
社
は
、
世
界

有
数
の
林
業
総
合
会
社
で
、
製
紙
部

門
は
世
界
第
六
位
、
新
聞
紙
生
産
で

は
世
界
第
二
位
の
実
績
を
も
つ
。
従

業
員
数
は

二
万
五
千
四
百
人
（

二
十

カ
国
）
、
売
上
高
は
約

一
兆
四
四
〇

0
万
円
。
販
路
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
八
九

％
、
ア
ジ
ア
四
％
、
北
米
四
％
と
な
っ

て
い
る
。

ス
ト
ウ
ラ
社
の
林
業
（
森
林
）
部
門

で
は
、
木
材
の
供
給
、
森
林
保
全
、

製
材
（
四
カ
所
）
が
主
な
仕
事
。
土
地

は

一
九
三
万
[_り
を
所
有
し
、
そ
の
う

ち
八

二
％
が
生
産
森
林
で
、
年
間
売

上
約
九
三一

億
六
八

0
0
万
円
、
従

業
員
数
千
四
百
九
十
人
。
年
間
蓄
積

量
五
七
九
万

一
千
立
方
ば
の
七
八
％
・

四
五

二
万
三
千
立
方
ぃ
い
を
伐
採
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
若
齢
林
が
多
い

(
O
l
二
十
九
年
生
・
四
一
％
）
。

樹
種
分
布
は
、
ア
カ
マ
ッ
五

二
％

あ
り
、
年
間
の
施
業
量
は
、
皆
伐
一

万
二
九
三
五
ぢ
、
間
伐
一
万
四
四

0

〇？
ーり
、
地
持
え
一
万
四
四

0
0
ぢ、

植
林

一
万
五
四

0
0
ぢ
、
除
伐
一
万

四
四

0
0
尺
施
肥
一
万
一
六

0
0

芦
を
実
施
。
ア
カ
マ
ツ
、
ト
ウ
ヒ
等

の
ポ
ッ
ト
苗
も
年
間
三
千
七
百
万
本

生
産
し
て
い
る
。

伐
採
の
方
法
は
、
直
営
五
五
％
、

下
請
四
五
％
で
、
直
営
の
チ
ー
ム
は

二
十
チ
ー
ム
あ
る
。
一
チ
ー
ム
四
、

五
人
ご
と
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
・
フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
を
一
台
づ
つ
使
用
し
、
一

日
八
時
間
労
働
（
う
ち
二
時
間
は
メ

ソ
テ
。フ
ラ
ソ
ニ
ソ
グ
）
で
、
朝
五
時

か
ら
夜
の
十

一
時
ま
で
交
替
で
作
業

す
る
。
た
だ
し
、
気
温
が
冬
マ
イ
ナ

ス
ニ
五
度
以
下
、
夏
三
0
度
以
上
の ストウラスコグ社の説明

と
き
は
休
み
と
な
る
。

機
械
化
を
図
り
、
コ
ス
ト
低
減
に

努
め
た
結
果
、
一
九
六

0
年
に
伐
採

百
立
方
区
当
た
り
六
十
人
役
で
あ
っ

た
が
、
一
九
九

0
年
に
は
八
人
役
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
員
の
削
減

も
行
わ
れ
、
一
九
八
三
年
に
従
業
員

四
千
三
百
人
で
あ
っ
た
の
が
、

一
九

九
四
年
に
二
千
八
百
人
と
著
し
く
減

少
し
て
い
る
。

ス
ト
ウ
ラ
社
の
育
林
施
業
の
形
態

は
、
自
然
に
任
せ
る
の
が
理
想
と
い

う
も
の
の
、
確
実
性
、
実
着
性
、
均

質
性
の
面
か
ら
、
人
工
造
林
が
八
〇

％
以
上
を
占
め
（
個
人
所
有
林
は
七

0
％
が
天
然
更
新
）
、

ト
ウ
ヒ

・
マ

ツ
の
混
植
と
し
て
い

る。

十
年
生
で
除
伐
を
行
い
、
そ
の
間

下
刈
り
は
必
要
無
し
。
三
十
年
生
で

一
回
目
の
収
入
間
伐
を
実
施
、
六
十
ー

七
十
年
生
で
二
回
目
の
間
伐
、
そ
し

て
九
十
ー
百
十
年
生
で
皆
伐
す
る
の

が
普
通
の
形
態
で
あ
る
。

「
資
源
の
浪
費
を
し
な
い
」
と
い
う

国
民
意
識
が
高
く
、
同
社
も
こ
れ
に

対
応
。
リ
サ
イ
ク
ル
繊
維
は
七
回
使

用
で
き
る
ら
し
く
、
段
ボ
ー
ル
紙
で

も
中
間
層
に
使
用
す
る
と
の
こ
と
。

ち
な
み
に
こ
の
国
の
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
再
生
紙
の
ザ
ラ

紙
で
あ
っ
た
。

室
内
研
修
を
終
え
、
九
十
五
ー
百

年
生
ア
カ
マ
ツ
林
二
十
六
{_り
の
伐
採

現
場
へ
移
動
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の

説
明
で
は
、
五
人

一
組
の
交
替
制
で

朝
五
時
か
ら
夜
中
の
十
一
時
半
ま
で

作
業
す
る
と
の
こ
と
。
伐
出
機
械
は
、

伐 採 現

ダ
ブ
ル
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

一
台
、
フ
ォ
ー

ワ
ー
ダ
ー
（
十
七
、
八
立
方
げ
積
）
一

台
を
使
用
し
作
業
し
て
い
た
。

伐
出
コ
ス
ト
は
、
一
立
方
ぃ
ぃ
当
た

り
約

一
五

0
0円
、
そ
の
う
ち
搬
出

コ
ス
ト
は
、

一
立
方
げ
四
五

0
円
と
、

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
安
さ
で
あ

る
。
伐
採
後
三
週
間
以
内
に
、
製
材

所
等
へ
材
が
悪
く
な
ら
な
い
う
ち
に

送
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
日
の
樹
種

ご
と
の
伐
採
量
も
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
分
か
り
、
す
ぐ

に
会
社
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力

し
て
い
る
。

六

月

七

日

晴

天

樹
齢
百
年
の
ト
ウ
ヒ
・
ア
カ
マ
ッ

林
の
伐
採
現
場
に
到
着
。
バ
ロ
メ
ッ

ト
社
製
最
新
型
強
カ
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

稼
働
状
況
を
見
学
す
る
。

バ
ロ
メ
ッ
ト

9
1
1
型
ハ
ー
ベ
ス

タ

ー

（
六
輪
駆
動
十
四
ト
ソ，

•
最
大
径

一ハ
五
巧
・
防
音
型
）
は
、

一
台
約
五

四
0
0
万
円
で
、
伐
採
量
は
一
時
間

当
た
り
三
0
ー
四

0
立
方
げ
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ソ
製
の
新
型
ヘ
ッ
ド
を
使
用
し

、こ。

て
し

t
作
業
小
屋
は
、
コ
ソ
パ
ク
ト

4

5

O
O
型
の
モ
ー
ビ
ル
カ
ー
で
、
休
憩

室
・
整
備
室
•
発
電
機
・
燃
料
タ
ソ

ク
を
装
備
し
て
い
た
。
こ
の
チ
ー
ム

の
昨
年
度
実
績
は
七
万
立
方
ぃ
い
だ
が
、

昨
日
の
チ
ー
ム
は
五
・
五
万
立
方
げ

で
あ
る
と
説
明
を
受
け
る
。

第
二
現
場
は
や
や
傾
斜
地
の
私
有

林
で
、
二
回
目
の
間
伐
を
見
学
す
る
。

使
用
機
種
は
、
バ
ロ
メ
ッ
ト
社
製
，

1

1
型
四
輪
駆
動
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

（
十
ニ
ト
ソ
、
ア
ー
ム
長
九
げ
、
最
大

径
六
〇
乃
、

一
台
四
八
六

0
万
円
）
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
二
十
五
年
の
経

験
を
も
つ
ス
ト
ウ
ラ
社
最
ベ
テ
ラ
ソ

で
、
傾
斜
地
で
も
自
動
・
手
動
に
よ

り
常
に
安
定
を
保
ち
、
能
率
良
く
作

業
を
し
て
い
た
。
間
伐
の
場
合
、
地

主
が
特
別
に
注
文
す
る
以
外
は
伐
採

者
が
選
木
を
す
る
そ
う
で
あ
る
。

第
三
現
場
で
は
、
土
場
に
お
け
る

大
型
ト
ラ
ク
タ
の
積
込
み
状
況
を
見

学
。
運
搬
車
輌
は

二
十
六
ト
ソ
、

三
連

式
ト
レ
ー

ラ
ー
、
積
込
み
機
械
は
大

型
グ
ラ
ッ
プ
ル
車
（
カ
ニ
歩
き
が
で

き
る
）
で
の
作
業
。
四
五
立
方
げ
を

積
み
込
む
時
間
が
十

二
分
に
は
ビ
ッ

ク
リ
で
あ
る
。

運
搬
費
は
、
十
km
当
た
り
約
七

二

0
円
、
ト
レ
ー
ラ
ー
の
価
格
は

一
台

一予一九六

0
万
円
だ
そ
う
で
あ
る
。
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ドイツ 現場説明

0
ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州
林
野

局
・
ロ
ー
ア
プ
ル
ン
営
林
署

労
賃
は
、
能
力
給
（
技
能
、
前
年

実
績
に
よ
る
）
で
、
今
年
一
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
従
来
は
基
本
給
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
。
ボ
ー
ナ
ス
は
チ
ー

ム
ご
と
に
支
給
、
月
収
最
高
約
三
十

八
万
円
で
、
最
低
は
約
二
十
二
万
円

（
た
だ
し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
は
高
税
な

の
で
実
収
入
は
半
分
ほ
ど
）
。
一
日

八
時
間
労
働
、
週
五
日
制
、
年
間
二

十
五
日
の
有
給
休
暇
、
二
交
替
制
で

勤
務
体
制
は
本
人
重
視
、
天
候
に
関

係
な
く
就
労
、
と
な
っ
て
い
る
。

六

月

十

日

睛

天

州
有
林
・
ア
ル
デ
ソ
ブ
ッ
ク
に
は
、

世
界
的
に
有
名
な
力
、
ソ
（
大
ナ
ラ
に

似
て
い
る
）
の
樹
林
帯
が
あ
る
。
一

八
0
0年
代
に
狩
猟
関
係
従
事
者
の

0
ス
ト
ウ
ラ
社
の
伐
出
作
業

員
の
就
労
条
件

居
住
し
た
村
落
が
発
展
し
、
か
つ
て

の
狩
猟
地
が
森
林
保
全
に
役
立
ち
、

昔
な
が
ら
の
森
林
生
態
を
現
在
も
維

持
し
、
野
生
動
物
（
シ
カ
・
イ
ノ
シ

シ
）
の
保
護
区
と
も
な
っ
て
い
る
。

伐
採
後
に
針
葉
樹
を
人
工
造
林
し

た
た
め
に
、
現
在
は
そ
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
所
轄
森
林
区
は
生

態
学
的
に
落
葉
樹
八
割
、
針
葉
樹
二

割
が
理
想
で
あ
り
、
今
で
は
落
葉
樹

を
主
体
に
植
林
行
政
を
推
進
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

ド
イ
ツ
林
業
の
課
題

①
外
材
が
安
く
、
五

0
％
を
輸
入
。

コ
ス
ト
低
減
の
た
め
機
械
化
・
省

力
化
が
緊
急
課
題
。

②
労
賃
が
世
界
的
に
み
て
高
水
準
。

世
界
市
場
で
の
競
争
力
強
化
が
必

要。

③
高
品
質
の
材
（
カ
シ
）
で
林
業
の
活

性
化
。
ス
カ
ソ
ジ
ナ
ビ
ア
、
東
欧
、

北
米
に
対
応
す
る
。

④
天
然
更
新
、
萌
芽
更
新
（
省
力
）
の

促
進
。

⑤
南
・
東
欧
か
ら
の
労
働
力
確
保
を

永
続
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
＿
現
場
ー
ア
カ
マ
ツ
、
ト
ウ
ヒ
、

広
葉
樹
の
間
伐
状
況
を
視
察
。

稼
働
機
械
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
と

同
じ
で
あ
る
が
、
能
率
を
比
較
す
る

と
や
や
劣
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

た
。
一
日
八
時
間
労
働
で
二
百
立
方

り
い
の
伐
採
、
山
の
収
益
は
一
立
方
げ

当
た
り
一

0
0
0円
、
伐
採
搬
出
費

ニ
八

0
0
円
。
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の

・
八
倍
、

日
本
の
三
分
の

一）

第
二
現
場
ー
ア
ク
レ
ゲ
ン
ブ
ァ
ル
ト

の
森
で
ド
イ
ッ
ト
ウ
ヒ
樹
齢
三
十
年

の
間
伐
現
場
を
視
察
。

間
伐
の
補
助
金
は
、
二
回
ま
で
は

一
ぢ
当
た
り
三
万
五
千
円
位
あ
る
と

の
こ
と
。
こ
の
現
場
で
は
、
補
助
金

を
含
め
て
一
立
方
げ
約
七
十
円
の
利

益
が
出
る
そ
う
で
、
優
良
材
生
産
の

た
め
ト
ウ
ヒ
の
枝
打
ち
も
少
し
や
っ

て
い
た
。

州
内
に
は
、
専
業
の
林
業
家
は
数

少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
で
、
手

作
業
も
多
く
一
千
[
I

り
四
人
の
作
業
が

平
均
的
で
、
収
入
増
の
た
め
の
民
宿

経
営
も
多
い
。

補
助
金
（
営
林
署
）
は
、
公
益
（
保

安
林
、
レ
ジ
ャ
ー
）
上
、
間
伐
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
ま
た
災
害
時
等
に

支
給
し
、
現
状
は
農
業
よ
り
林
業
助

成
が
比
較
し
て
低
い
。

第
三
・
四
現
場
ー
カ
シ
・
プ
ナ
樹
林

帯
（
ス
ペ
サ
ー
ト
の
典
型
的
な
森
）
樹

齢
四
百
年
の
カ
シ
は
、
高
級
家
具
用

ま
た
は
表
装
ス
ラ
イ
ス
用
に
ア
メ
色

の
色
調
が
好
ま
れ
、
立
木
一
立
方
2
IV

当
た
り
十
八
ー
百
八
万
円
位
で
売
れ

る
。
公
益
性
の
面
か
ら
も
造
林
を
奨

励
し
て
い
る
が
、
経
済
性
の
面
か
ら

今
で
も
針
葉
樹
の
造
林
が
多
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

六
月
十
一
日
晴
天
（
移
動
日
）

水
道
水
を
コ
ッ
プ
ニ
杯
飲
ん
だ
の

が
原
因
で
、
腹
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
。

六
月
十
二
日
睛
天

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
か
ら
百
八
十
km
、

美
し
い
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
オ
シ
ア
ッ

ハ
国
立
林
業
研
修
所
に
到
着
。
校
長

先
生
か
ら
講
義
を
受
け
る
。

国
立
の
研
修
所
は
ニ
カ
所
あ
り
、

こ
こ
は
一
九
五
五
年
に
創
立
、
林
業

家
の
教
育
養
成
機
関
で
、
年
間
四
千

名
が
研
修
に
来
る
。
実
習
期
間
が
一

日
か
ら
一
年
間
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、

所
轄
の
国
有
林
（
六
六
〇
[_り
）
で
、
あ

ら
ゆ
る
林
業
機
械
に
て
伐
採
搬
出
の

研
修
を
す
る
。
研
修
生
に
は
英
国
人
・

イ
タ
リ
ア
人
等
も
参
加
し
て
お
り
、

実
習
林
で
は
チ
ェ
ソ
ソ
ー
・
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
ー
に
よ
る
集
材
、
ス
キ

ッ
ダ

集
材
、
ラ
ジ
キ
ャ
リ
ー
集
材
等
を
実

習
を
し
て
い
た
。

ス
ウ
ェ

ー
デ
ソ
で
は
、
チ
ェ
ソ
ソ
ー

に
よ
る
伐
採
は
非
常
に
少
な
い
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
森
林
地
帯
は
日
本

と
同
じ
で
傾
斜
地
が
多
く
、
チ
ェ
ソ

ソ
ー
で
伐
採
、
ス
キ
ッ
ダ
及
び
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
ー
集
材
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で

枝
払
い
、
の
造
材
方
法
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。

0
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
オ
シ
ア
ッ
ハ

国
立
林
業
研
修
所

バ
ス
で
ブ
ュ
ル
ツ
ベ
ル
グ
か
ら
ミ
ュ

ソ
ヘ
ソ
経
由
で
、
オ
ー
ス

ト
リ

ア
の

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
ヘ
移
動
。
（
ス

ウ
ェ
ー

デ
ソ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
水
は
美
味

で
あ
っ
た
）
。

六
月
十
三
日
小
雨
の
ち
晴
天

こ
こ
は
中
傾
斜
地
中
腹
で
、
今
年

一
月
の
突
風
に
よ
る
被
害
倒
木
の
伐

出
現
場
で
あ
る
。
搬
出
す
る
時
に
、

牧
草
地
を
通
過
す
る
た
め
、
チ
ェ
ソ

ソ
ー
伐
倒
、
高
い

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
ー

（
高
さ
十
六
区
）
、
丸
の
こ
付
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
の
セ
ッ
ト
で
、
牧
草
地
を
傷
付

け
な
い
よ
う
に
作
業
を
し
て
い
た
。

こ
の
森
林
は
国
有
林
で
鳥
獣
保
護

区
で
も
あ
り
、
野
生
の
シ
カ
の
頭
数

は
、
百
五
十
頭
く
ら
い
だ
そ
う
で
あ

る。
林
道
開
設
状
況
は
、
傾
斜
が
日
本

と
同
じ
で
あ
る
た
め
切
り
取
り
盛
土

工
法
で
、
排
水
施
設
は
全
円
コ
ル
ゲ
ー

ト
管
及
び
鋼
管
、
集
水
マ
ス
は
無
し
、

種
子
吹
き
付
け
無
し
、

敷
砂
利
は
施

工
。
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
使

用
し
て
な
か
っ
た
が
、
バ
ス
は
ス
ム
ー

0
エ
ー
ベ
ン
村
フ
ィ
ル
ツ
ム
ー

ス
の
森
で
伐
出
現
場
見
学

タワーヤーダーでの搬出
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ズ
に
通
行
で
き
た
。
河
川
工
事
は
石

積
工
法
で
魚
に
や
さ
し
い
や
り
方
で

の
施
工
が
目
に
付
い
た
。

〇
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
と
昼
食

現
場
か
ら
少
し
下
っ
た
沢
の
ほ
と

り
の
狩
猟
小
屋
で
、
村
長
が
バ
ソ

ド

仲
間
五
、
六
人
と
ホ
ル
ソ
等
で
浪
奏
、

手
厚
く
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
歓

迎
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
私
た
ち
は
感

激
に
浸
り
な
が
ら
、
地
酒
で
乾
杯
。

心
の
こ
も

っ
た
料
理
を
ご
ち
そ
う
に

な
り
、
狩
猟
の
話
な
ど
で
和
や
か
に

交
流
を
行

っ
た
。

第
二
現
場
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

製
の
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
ー
付
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
（

一
台
約
三
二

0
0
万
円
、
最

大
径
三
五
巧
）

で
の
複
層
林
の
上
層

木
（
百
二
十
年
生
ト
ウ
ヒ
）
間
伐
を
見

学
す
る
。
コ
ス
ト
は
一
立
方
ば
当
た

り
―
―
―
八
五

0
円
で
、
収
益
は
三
三
〇

0
ー
四
四

0
0
円
。
良
材
（
立
方
冒

当
た
り
、一

0
、
四
五

0
円
）
は
イ

タ

リ
ア
ヘ
家
具
材
と
し
て
輸
出
、

パ
ル

プ
は
立
方
ば
当
た
り
四
四

0
0
円、

燃
料
用
三
三

0
0円
で
売
れ
る
と
の

こ
と
。ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
方
面
で
の
研
修
を

終
え
、
道
の
り
四
百
km
の
ウ
ィ
ー
ソ

へ
と
向
か
う
。
車
窓
に
映
る
景
色
は
、

山
か
ら
平
地
へ
移
っ
て
行
ぎ
、
や
が

て
広
葉
樹
の
多
い
黒
い
森
へ
と
変
わ

り、

世
界
文
化
都
市
ウ
ィ
ー

ソ
ヘ

到

着
す
る
。

ナズワルドの森の林道

六
月
十
四
日
快
睛

市
街
地
か
ら
百
二
十
km
離
れ
て
い

る
ナ
ズ
ヴ
ァ
ル
ト
森
林
管
理
局
は
、

ウ
ィ
ー
ソ
市
の
行
政
機
構
の
―
つ
で
、

市
が
管
理
す
る
水
源
か
ん
養
地
域
三

万
三
千
['り
の
う
ち
八
千
ぢ
を
受
け
持

つ
。
ナ
ズ
ヴ
ァ
ル
ト
以
外
に
管
理
局

は
ニ
カ
所
あ
る
と
の
こ
と
。
職
員
数

は
、
公
務
員
と
作
業
員
合
わ
せ
て
七

十
人
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
は
石
灰
岩
層
か
ら
な
り
、

地
下
水
を
自
然
の
傾
斜
を
利
用
し
て

一
日
に
五
十
万
立
方
区
が
市
に
送
水

さ
れ
て
い
る
。
管
は
エ
タ
ニ
ッ
ト
パ

イ
。
フ
や
石
造
管
（
直
径
一
・
六
区
）
を

使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

水
道
料
金
は
千
!
当
た
り
約
三
六

0
円
を
徴
収
。
こ
の
う
ち
一
％
は
水

道
管
理
局
へ
交
付
さ
れ
る
。

水
源
か
ん
養
機
能
を
高
め
る
た
め
、

0
ウ
ィ
ー
ン
の
水
源
地
、
ナ
ズ

ヴ
ァ
ル
ト
森
林
管
理
局
訪
問

徹
底
し
た
施
業
を
実
施
し
て
い
る
。

林
道
開
設
に
つ
い
て
も
、
土
止
め
・

集
水
桝
は
木
造
、
横
断
排
水
は
三
〇

ー
四
〇ぃ
Jv

ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
複
層
林
施
業
と
し
皆
伐
は
禁
止
。

野
生
動
物
や
立
木
の
保
護
の
た
め
、

傾
斜
面
で
も
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
等
は
使

用
せ
ず
チ
ェ
ソ
ソ
ー
で
伐
採
、
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
ー
で
土
面
に
傷
付
け
ず
に
搬

出
し
て
い
る
。

現
状
の
山
林
構
成
は
針
葉
樹
八
割
、

広
葉
樹
二
割
で
あ
る
が
、
理
想
は
広

葉
樹
六
割
、
針
葉
樹
四
割
で
あ
り
、

単
一
樹
種
の
密
生
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
様
子
で
あ
る
。

お
い
し
い
水
を
得
る
た
め
、
百
年

も
前
か
ら
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

我
が
国
で
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

六
月
十
五
日
快
晴

す
べ
て
の
現
地
研
修
を
終
え
、
ウ
ィ
ー

ソ
の
す
が
す
が
し
い
朝
を
迎
え
、
ベ

ラ
ソ
ダ
に
出
た
。

筆
不
精
の
私
で
さ
え
何
か
記
録
に

残
し
て
お
き
た
い
よ
う
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
る
。
外
の
空
気
は

一
段
と
澄

み
わ
た
り
、
ホ
テ
ル
の
中
庭
（
広
大
）

に
は
ト
チ

の
大
木
が
生
い
茂
り
、
中

か
ら
小
鳥
た
ち
の
囀
り
が
聞
こ
え
て

く
る
Q

涼
し
い
風
は
さ
ら
に
ひ
ん
や

り
と
冷
た
く
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
気

分
で
研
修
の
反
省
を
す
る
。

ま
ず
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
で
は
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
の
街
の
美
し
さ
、
歴
史
・

0
ウ
ィ
ー
ン
市
内
見
学
と

海
外
研
修
の
反
省

文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
資
源
を

有
効
に
利
用
し
環
境
保
全
を
最
優
先

に
考
え
、
森
と
人
間
と
動
物
た
ち
の

関
わ
り
の
大
切
さ
を
国
民
の
だ
れ
も

が
理
解
し
、
森
林
は
再
生
で
き
る
す

ば
ら
し
い
資
源
で
あ
る
と
信
じ
、
そ

こ
で
働
く
人
は
誇
り
を
持
っ
て
生
ぎ

生
き
と
生
活
し
て
い
る
。

み
す
ぽ
ら
し
い
家
は
ど
こ
に
も
見

当
た
ら
ず
生
活
福
祉
の
充
実
が
伺
わ

れ
、
国
の
自
然
に
マ
ッ
チ
し
た
林
業

機
械
の
数
々
、
そ
れ
を
フ
ル
に
活
用

し
て
よ
り
高
い
労
働
生
産
性
を
上
げ

よ
う
と
す
る
姿
は
、
尊
い
も
の
で
あ

っ

こ
。
t
 ド
イ
ツ
で
は
、
水
で
体
調
を
崩
し

皆
に
迷
惑
を
か
け
た
け
れ
ど
、
歴
史
・

文
化
の
ル
ー
ツ
に
触
れ
感
動
の
連
続

で
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
同
様
。
石
灰
岩

に
包
ま
れ
た
美
し
い
山
、
生
活
で

一

番
大
切
な
お
い
し
い
水
を
得
る
た
め

努
力
も
金
も
惜
し
ま
な
い
姿
、
急
傾 ウィーン市内

斜
地
に
マ
ッ
チ
し
た
林
業
機
械
を
う

ま
く
使
用
し
、
林
業
の
後
継
者
は
希

望
者
が
多
く
問
題
は
全
く
無
し
と
の

こ
と
は
、
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
っ

こ
。
t
 こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
私
た
ち

も
現
状
に
悲
観
す
る
こ
と
な
く
、
将

来
に
大
ぎ
な
希
望
を
持
ち
、
機
械
メ
ー

カ
ー
と
と
も
に
日
本
の
地
形
に
合
っ

た
独
特
の
機
械
を
熱
心
に
研
究
し
、

国
土
保
全
と
経
済
性
を
さ
ら
に
追
及

し
て
日
本
型
林
業
の
確
率
を
早
く
図

る
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

六

月

十

六

日

晴

帰

国

日

？

事

情

定

期

便

と
し
て
事
前
契
約

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヘ
ル
シ

ソ
キ
上
空
を
通
過
後
ロ
シ
ア
領
サ

ソ

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
上
空
進
入
直
前

に
、
ロ
シ
ア
管
制
よ
り
機
長
に
対
し

上
空
通
過
不
許
可
の
通
達
が
あ
り
、

諸
般
の
事
情
を
考
え
、
ヘ
ル
シ
ソ
キ

空
港
に
引
き
返
し
着
陸
を
決
断
。
ヘ

ル
シ
ソ
キ
で
給
油
の
後
コ
ペ
ソ
ハ
ー

ゲ
ソ
に
戻
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
深

夜
に
な
る
の
と
機
体
の
整
備
上
の
都

合
で
、
ヘ
ル
シ
ソ
キ
泊
り
と
な
る

（
機
長
ア
ナ
ウ
ソ
ス
よ
り
）
。

大
事
な
約
束
を
平
気
で
や
ぶ
る
国

も
あ
る
こ
と
を
体
験
す
る
。

六
月
十
七
日
睛
（
帰
国
）

十
五
日
間
の
実
り
あ
る
研
修
を
終

え
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
関
係

者
、
現
地
で
直
接
・
間
接
的
に
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち

を
捧
げ
、
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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ン
9 、

試京・一[

仇嘉一．＼一四狂

閉
会
の
絆

五． 一書

議案説明をする河野組合長

第
ァ
久
回

去
る
二
月
七
日
、

肱
川
町
公
民
館
に
於

い
て
、
第
四
十
六
回

森
林
組
合
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
総

会
に
は
、
八
幡
浜
地

方
局
大
洲
出
張
所
木

内
進
所
長
、
県
森
連

今
井
央
総
務
担
当
理

事
、
財
団
法
人
日
本

き
の
こ
セ
ソ
タ
ー
研

究
普
及
局
四
国
事
務

所
桜
田
章
参
与
、
八

幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所
伊
藤
伴
一

林
業
課
長
、
肱
川
町
大
野
和
町
長
、

町
内
団
体
の
方
の
ご
臨
席
の
も
と
開

催
さ
れ
、
河
野
組
合
長
の
開
会
の
挨

拶
の
後
、
議
長
に
山
内
壮
亮
氏
を
選

任
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
か
ら
十
三
号
議
案
ま

で
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
台
本

理
事
の
、
閉
会
の
挨
拶
で
総
会
を
終

了
し
た
。
総
会
付
議
事
項
、
出
資
金

計
画
運
営
の
基
本
方
針
、
森
林
組
合

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
組
合
員
の

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合
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~·· 第46回 総会付議事項 口
1. 平成 8 年度事業報告書•財産目録・貸借対照表 ・ 損益

計算書及び剰余金処分案承認の件

2.平成9年度事業計画書承認の件

3.平成9年度借入金最高限度額の件

¥ 170, 000, 000円以内

4.平成9年度余裕金預入先決定の件

肱川農業協同組合 伊予銀行

5.組合員に対する貸付金の最高限度額（特別法令による

ものを除く）及び債務保証最高限度額並びに貸付金，売

掛金等の利率決定の件

ィ、貸付金

最高限度額

巳債務保証

最高限度額 1,000,000円とする。

ノ＼貸付金・仮渡金・前渡金・売掛金等の利率

年率10.0％以内延滞料14.6％以内

8.林業山村活性化林業構造改善事業

林業情報化活動事業外 22,434千円

9.森林総合整備事業実施の件

造林他継続 405ha 71,351千円

10.団地施業計画実施の件

更新藤野原、中居谷 6llha 

7,000,000円とする。

11.県単独林道整備事業実施の件

作業道 6路線 1,490m 

作業車道 中津ー5他 16,00um

12.役員改選の件

13.役員報酬額決定の件

¥8,000,000円以内

14. 

84,000千円

16,000千円

その他

6.経費の賦課並びに徴収の件

林道開設，改良 組合員割 面積割とする。

付帯決議事項の件

本議案の決議事項について、軽微な事項の修正及び行政

庁より指示があった場合には、本旨に反しない範囲におい

て修正することを理事会に一任する。

7.手数料及び利用料徴収の件

イ．販売手数料 販売品売上代金の 5％以内とする。

ロ．林産手数料 林産経費の 5％以内とする。

ハ．造林補助金事務取扱手数料 取扱い金額の10％以内

とする。

森林造成事業手数料 取扱い金額の14％以内とする。

農林漁業資金取扱手数料 取扱い金額の1.5％以内

とする。

受託事業手数料 取扱い金額の14％以内とする。

施設及び機械利用料（別紙）

_ -. 

ホ．

へ．
ト．

出 資 金 計 画

標 額
300,000口

出 資 目 60,000,000円

平成 8年度末出資額
271.087口
54,217,400円

目標額達成残額
28.913口
5,782,600円

平成 9年度増資目標額
25,000口
5,000,000円
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運営の基本方針
総 括 健全なる森林の造成施業等、林業振興事業推進にあたっては、木材，椎茸価

格の低迷がつづき極めて厳しい情勢でありますが、この時こそ地域林業の担
い手にふさわしく活動が出来る組合体制の強化をはかりつつ各種事業の拡大
充実をはかり森林の保全と生産性の向上に努める。

指 導 部 門 1. 流域森林総合整備事業の推進と育林技術の向上

2. 共同及び協業体制の確立をすすめ，林業経営の近代化

3. 森林の公益機能の確保に関する事業の推進

販 売 部 門 1. 木材，椎茸，緑化木，その他の系統共販を推進

2. 間伐，除伐施業協業による林産事業を拡充

3. 椎茸共同選別，共同計算の成果向上

4. 椎茸加工品の生産販売の拡大

購 貝I I I I 部 門 1. 優良山行苗木を生産し斡旋

2. 生産資材の斡旋，系統購買を推進

利 用 部 門 1. 林道，作業道、林内作業車道の開設を推進

2. 受託森林造成事業の拡充と、森林経営事業の実施

3. 椎茸猾場造成事業を実施

4. 木材利用拡大事業の推進

金 融 部 門 1. 組合員に対する林業振興事業資金の貸付

2. 制度資金を活用し林業経営の近代化

仁巨 理 部 門 1. 職員の資質の向上

2. 健全な組合運営と活動を展開

3. 肱川グリーソサービス会員の増員強化

4. 森林組合広域合併の研究

（ヒノキ46年生）除伐・枝打・間伐を推進
して価値ある山林をつくりましょう！

ス
ギ
1
4
年
生
（
セ
ン
ゾ
ク
シ
バ
ハ
ラ
）

直
材
生
産
が
優
良
材
生
産
に
つ
な
が
る

新
／几

1又 員 平成9年 2月21日就任

氏 名 住 所 種別

河野 美治 山鳥坂608 理事

台本 治雄 宇和川1353 ” 
西本繁次郎 中居谷947 ” 
水 ロ 石衛 大谷2350 ” 
石河 次郎 名荷谷3418 II 

宮田 徹 予子林951 ” 
周藤 春馬 西325 ” 
上田 武 名荷谷1282 ” 
兵頭 春雄 西50 ” 
森岡 愛明 山鳥坂3887 ” 
渡辺 弘務 山鳥坂5610 ” 
二宮 亀男 中津737 " 
神井恵一郎 宇和川867 監事

沖野 次雄 大谷2653-1 ” 
上岡 茂 名荷谷2155-5 ” 
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か！？
【加入例】 乗用車(1500C.C.,____,2500C.C．クラス）

（賠償クラスB・ 車両クラス4)

対人：無制限(JA自賠責セット割引有）

対物： 3,000万円（免責ゼロ）
鴫 I\W.&-......i・~ 搭乗者：死亡1,000万円、入院7,500円、通院5,000円

車両：全損害担保

（免責額 1年目 7~10万円
2年目以降 5~10万円免ゼ□特約有り）

6等級
（車両200万円）

損保 328,590 

J A 268,400 

差額 60,190 

//----

／ 砂と

戸鴫醤如で
たったのー／

7等級 8等級 9等級 10等級
（車両120万円） （車両110万円） （車両90万円） （車両80万円）

298,220 262,460 225,070 190,940 

198,000 167,200 138,300 116,900 

100,220 95,260 86,770 74,040 

差額の5年間合計 416,480円

JAが41万円以上も
安いっ！！

これはJAが営利を目的とした組織ではないからです。

JAの自動車共済は「無事故割引」の割引率の大きさも魅力！！

最高約62％の割引
無事故年数 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年

割引率
JA 14.2 26.4 36.9 45.9 53.6 57.0 60.2 62.0 62.0 62.0 

（％） 
損保 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 55.0 58.0 60.0 60.0 60.0 

………---●現在、損害保険会社へ加入されているという方も安心！←・……--

他の保険会社からの切りか

；i芯。による割引は r@•8==0K! 
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ゞ

平成8年度第4圃個人関係の申込受付の取扱いについて
：、

｀ 
｀ 申込受付期間:i 住宅金融公庫資金

§ 

2 月19日（水）～ 3月4日（火）
崎

s s 

1 融資の条件は I 
ゞ

:i 次のすぺてにあてはまることが必要です。
: 

匹`翡四互渇置召逗蚤墨覧9 ÈE四 Z四塁磁己置甚巽9
s 1 ご自分で匝召りし、ご自分が厘且国する住宅を建築される方 1 住宅部分の床面積が |80m'以上280m'以下Iのもの
:i 2 激地が準備Iできている方 2 敷地面積が I100面以上1のもの（一定の要件にあては
ゞ 3 申込日現在、 170歳未満Iである方 ただし、親子リレー返済を利 まるものを除く）

用される場合は、 70歳以上の方でもお申込みできます。 3 敷地は道路に 12m以上I接すること

｀ :i 4 毎月の返済額の 15倍以上の月収Iがある方 4 木造の住宅は、一戸建か連続建で 13階建までiのもの
5 5 原則として保証協会の保証を利用される方 5 その他、 l公庫の建設基準lにあてはまるもの :i 

6 日本国籍の方か外国人

｀ (.昭和26年政令第319号により永住許可を受けている方。 ・平成3

年法律第71号による特別永住者）の方
s 

5 

2 融資額・融資金利は I 
r-------------------------------------------------------------------------------------------------------, ， 

3 

〔計算例〕
基本融資額 特別加算額 ：； 

融資額 住宅融資額 割増融資額 土地融資額 住宅分 土地分 ：； 

住宅面積150m2 | 詞＝ ロ＋□+□十□三］＋ □三］木造土地融資

なし、高齢者同

→ |2,250万円ii= ~+~+ロ 三三＋ロ＋ s 

居住宅割増

-----―一＿―- 融資額は建築費等の80％が限度です。 ---------------------------------------------------j 

・這駆葬工団I:f≫ 、軍［関EEI債l
（単位：万円）

住分二の;床面¥積: 

融資金利 床面積 融 資 額 金利
s 

木造 準耐耐火火 基準金利適用住宅※ その他の住宅

当初10年間 11年目以降当初10年間 11年目以降 80m頃上
450 
①土地区画整理地内に

80m'以上100m'以下 660 730 125m'以下 建設するとき 100 
②建替工事を行うとき 3.60 

100面を超え125面以下 740 810 31% 3.30% 3.2% 3 30% 100 ％ 
125m'を超え

ゞ

125面を超え175面以下 1,200 1,270 600 

175面を超え280m以下 1,570 3.30% 
280m'以下 （①と②の併用は不可）

1,500 

◎を超ご本え人る方の平は成、上7表年分にかの給かわ与収らず入住金宅額融が資14金,4利21は,0年533円.3（0事％業で所す得。者にあっては所得金額が1,200万円）
s 
s 

:i s 

：； ~：璽匹EI積f»
一※基準金利適用住宅とは

ゞ （単位：万円） ①バリアフリ ータイプ s 

名 称 融資額 名 称 融資額 段差の解消
ì 

高齢者等同居住宅工事 省エネルギー型高性能給湯設備設置工事 50 手すりの設置 s 

:i 十分な通路幅の確保 等
｛渦悶同居住宅］床面積125m'超 450 ソーラー住宅工事 150 障 同居住宅 長寿社会対応住宅 ②耐久性タイプ s 

二世帯住宅 工事を行うこと ド

雨水利用設備設置工事 50 柱を太くするなどの構造材の強化 ：； 

長寿社会対応住宅工事 150 高耐久性木造住宅工事 100 防腐・防アリ処理の実施 s 

:i 

高齢者等対応設備設置工事 100 3階建個人住宅工事 100 小屋裏・床下換気の強化等 :i 

：； ③省エネルギータイプ :i 

省エネルギー断熱構造工事 50 高規格住宅工事（床面積120m以上） 200 
地域ごとに定められた厚さの断熱材 ： 

開口部断熱構造工事 50 合併処理浄化槽設置住宅 50 を外壁・屋根・床などに施工 等 ， 

省エネルギー型股・冷房設備設置工事 100 地域優良木造住宅工事 200 II 

ゞ

ゞ ご相談は農協へ(TEL34-23 21) s 
s 

s 
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,-------------------------------------------------~-------------
i -- -- ! i~＿亘囀― --9年--,、 t ・ ー- 、

！ ・ 椎茸市況． l 
ン ― 9 --- ＿------=- ！ ！一、

！ 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! 

t 

i .  ----. --・--. -. -.  -. -..  ~ -. -,_. -. .... -. -- -. ! 
i. ~ ; 
！ 平成9年 1月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I i 
！県森連市況 市売日•• •平成 9 年 1 月 23 日 ！ 

大洲木市より （単位m'当り ：円） 市売数呈 • • 486ケース 7,960kg ! ！ 
！ スギヒノキマッ 乎均単価 4,182円 t i長さ末口径 その他銘柄別単価 i 

直曲がり直曲がり 直
I I II CID下本 480本 265本 600本 512 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場

i 8 CID上本 611本 580本 876本 820 こうこ ー 特用大 3,900~ 4,400 強 i
, 4 ml3crn上 25,800 -53,100 -18cm上22,000 大 厚 4,600~6,800 保特用中 4,300~ 5,000 強 ！ 
18 CID上24,0001 -147,0001 -~4cm上 26,000

中 厚 5,500~ 7,000 強特用中小 4,000~ _!, 700 強 ！ ! I 12 4 CID上23,5001 -147,2001 -130cm上36,000
! 7 crn下本 186本 130本 206本 160 中小厚 4,500~ 6,400 強特用小 3,600~ 4,000 強 ！ 

! 8 CID上本 360本 360本 495本 495 小 厚 3,500~ 5,500 強大パレ 3,000~ 4,100 強 1 
11 CID上20,soo I I 32, 300 I 13m 13 CID上21,100 I -I 44, ooo I -11scm上20,000 大ウス 3,800~ 5,800 保中パレ 3,300~ 4,500 強 ？ 

i 且:土ft霊 こ39,000 -24:i 23,000 中ウス 4,400~ 6,000 強中小パ レ 3,000~ 4,200 強 i 
中小ウス 4,000 ~ 5,900 強小パレ 2,200 ~ 3,800 強

t ! 7 crn下本 70本 一本 70本 ＿ 
! 2m  8 CID上本＿本一 本 一本一 小ウス 3,400~ 5,300 強変形 2,800~ 4,000 保！

! 16 crn上 s,ooo I -I 22, ooo I -I~~⑳上 ジャミ 2,000~ 3,400 保色悪ウ ス 2,200~ 4,900 保！
! 30 crn上 30cm上． どんこ大 一色悪パレ 1,600~ 3,300 保！
13 CID上33,200 I I 71, ooo 

! 6 m 18 CID上27700 59 000 どん こ中 4,400~ 5,300 強 4粒トヘノコ ー t
！ 特選 269,900 どんこ小 3,000 ~ 4,000 強スライス 2,200 ~ 5,500 強 ！ 

！ 足 場 1m当たり円～ 円 概況 平成9年初市は秋子50%、寒子50％で、全国的に出荷量が少なく、相 t 
桧一般材3m.6mは前回に続き｛直下りする。 場は全般に強保合で推移した。 9 ！ 

i 備考 全般に模様眺めの感じ。杉は横這い相場。しかし買気弱い。小径木も値下げ傾 色の良い香信系（ウス～厚）、パレ葉系は強いが、足長や色の悪いもの ！ 

！ 向。 はやや弱い。色良く乾燥が仕上がる様にしましょう。

！ また、仕上げはしっかり行って下さい。 i 
¥.---------------------------------------------------------」大谷・西保安林の指定について
大谷・西地区における保安林指定につきましては、関係

者の方々のご理解、ご協力のもと現在推進中ですが、何分

聞き慣れない事柄かと思いますので、改めて保安林制度に

ついて説明したいと思います。

保安林制度とは、森林の水源かん養、災害の防備、ある

いは生活環境の保全といった公益的機能を特に発揮させる

必要がある森林を保安林に指定し、「半公共物」として国土

の保全に役立てるものです。 したがって、保安林に指定さ

れた場合、土地の形質変更や立木の伐採、あるいは伐採後

の植栽などに一定の制限や義務が付くことになります。そ

の一方で、代償として各種税金面での非課税扱いをはじめ

とし、造林補助金等の高率補助などが講じられることにな

ります。

では具体的に内容を見ていきたいと思いますが、まず保

安林内の制限とは、

{ ：且［三：：採取｝
といった全ての行為について肱川町長の許可が必要となる

ことです。しかしこれがなかなかビ ミョ ーな話でして次の

ことを十分にご理解していただきたいと思います。

まず、伐採や枝打ちといった通常の森林施業を行う場合

には、この許可に該当するため、伐採許可申請書を提出し

ていただき、これが当該保安林に定められている「指定施

業要件」に適合していれば施業できます。みなさんが通常

の施業を行う場合まず支障は無いでしょう。また、林道を

開設しようとする場合もこの許可により行うことができま

す。

その一方で保安林を宅地や農地へ転用したい場合はどう

なのでしょうか。

保安林以外の土地に転用しようとする場合

（宅地や農地に変更する場合）

↓ 

「保安林解除」が必要

↓[「保安林の指定理由の消滅」や

↓「公共上の理由」といった特別な理由がある。］

↓ NO  

↓→→→残念ながら、解除できません。

YES↓ 

めでたく解除です。

つまりこの場合、許可云々ではなく、「保安林解除」を受

ける必要があるのですが、特別な理由が無い限り解除はあ

りえません。宅地・農地転用の予定がある場合は候補地か

らはずすよう十分注意して下さい。

さて、今回の予定している「指定施業要件」は右記の通り

となっており、重ねて申し上げますが、みなさんが通常の

施業を行う場合まず支障は無いです。

ー」指定施業要件|

①伐採の方法・・・・・・・・・… 皆伐（間伐や除伐はもちろんOK)
／／ 時期・・・・・・・・・・・スギ35年以上、 ヒノキ40年以上、 クヌギ20年

②立木の伐採限度・・・・・・ lOha未満
③伐採後の植栽方法・・・ 1ha当たり3,000本

／／ 期間・・ 2年
／／ 樹種・・・スギ、 ヒノキ、 クヌギなど

戸」指定施業要件を受けることによるメリットトー——

①税金控除・・・固定資産税、不動産取得税、特別土地保有税は非課

税、相続税は制限内容に応じて 3~8割控除

②造林補助金が有利に！・・・ 普通林よりも高率の補助

③災害復旧・・・災害復旧に治山事業が適用される場合があります
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◎
ほ
場
せ
ん
定
と
準
備

排
水
性
の
良
い
水
田
や
耕
土
の
深

い
畑
を
選
び
ま
す
。
数
年
以
内
に
ナ

ス
科
の
野
菜
や
葉
た
ば
こ
を
栽
培
し

た
畑
は
避
け
ま
す
。
排
水
の
悪
い
水

田
で
は
、
排
水
路
を
設
置
し
ま
す
。

か
ん
水
用
の
水
が
確
保
で
き
る
ほ
場

が
重
要
で
す
。
夏
場
に
水
が
な
い
と

実
の
太
り
が
悪
く
な

っ
た
り
、
尻
腐

れ
病
が
発
生
し
て
収
量
が
上
が
り
ま

せ
ん
。
根
を
十
分
に
張
ら
せ
る
た
め
深
耕

を
行
い
、
堆
肥
や
土
壌
改
良
材
を
投

入
し
て
地
力
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
は
、

、早
い
時
期
に
行
い
、
土
に

な
じ
ま
せ
ま
す
。

◎
栽
培
時
の
ポ
イ
ン
ト

ピ
ー
マ
ソ
は
高
温
を
好
む
野
菜
で

す
か
ら
、
五
月
に
入
り
晩
霜
の
心
配

が
な
く
な
っ
た
頃
、
晴
天
の
暖
か
い

日
に
定
植
を
行
い
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
予
防
の
た
め
、
定
植

に
必
ず
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー

1
粒
剤
を
植

え
穴
ヘ
ー
ー
2

g
処
理
し
ま
す
。

梅
雨
明
け
後
は
、
乾
燥
防
止
と
地

温
低
下
を
狙
い
敷
ワ
ラ
を
行
い
ま
す
。

今
か
ら
確
保
し
て
お
き
ま
す
。

樹
勢
が
弱
ま
る
と
モ
ザ
イ
ク
病
が

ピ
ー
マ
ン
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

E
C
 

り
ん
酸

カ
リ
石
灰
苦
土
腐
植

発
生
し
ま
す
か
ら
か
ん
水
や
追
肥
、

果
実
の
収
穫
を
遅
れ
な
い
よ
う
に
行

い
ま
す
。

家
庭
菜
園

四
月
頃
か
ら
野
菜
の
植
付
が
始
ま

り
ま
す
。
今
か
ら
畑
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

①
堆
肥
の
施
用

一
度
に
十
分
な
土
づ
く
り
は
で
き

ま
せ
ん。

毎
年
の
土
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

②
石
灰
の
散
布

降
雨
に
よ
り
畑
の
土
壌
は
酸
性
に

な
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
に
よ
っ
て
は

（
特
に
ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
）
、
作
り

に
く
く
な
り
ま
す
。

苦
土
石
灰
等
を
散
布
し
て
中
和
し

て
お
き
ま
す
。

柚
の
土
壌
改
良

肱
川
町
で

5
園
を
対
象
に
土
壌
分

析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の

園
で
土
壌
環
境
の
悪
化
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
P
H
 

4 24 118 52 68 0.2 4.8 
へヘへ＾ ＾へへ

5 30 100 25 10 0.3 5.6 
以 ll l l l l 
上 50170 40 80 0.6 6.5 
‘‘ ‘~‘‘ー 、•—/‘ ‘

R黛）

固
相
率

50(50
以
下
）

土
壌
硬
度

25(23
以
下
）

数
値
は

5
園
の
平
均
値

（
）
内
は
目
標
値

肱
川
町
の
柚
園
で
は
土
壌
の
酸
性

化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
土
壌
改

良
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
苦
土
、
腐
植

の
施
用
も
兼
ね
て

1
反
当
た
り
200kg

の
土
壌
改
良
剤
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
毎
年
施
用
し
て
い
る
園
で
は
120kg

程
度
）

土
壌
改
良
剤
と
し
て
は
、

苦
士
石
灰

ア
ズ
ミ
ソ
苦
土
石
灰

ス
ー
パ

ー
マ

グ
ミ
ソ

30

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ア
ズ
ミ
ソ
に
は
根
の
活
性
を
助
け

る
腐
植
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

ア
ズ
ミ
ソ
苦
土
石
灰
に
は

10%、
ス
ー

パ
ー
マ
グ
ミ
ソ
に
は

30
％
の
ア
ズ

ミ

ソ
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
特
に
土

が
硬
い
園
地
で
は
有
効
で
す
。

苦
土
石
灰
、
堆
肥
の
施
用
に
あ
わ

せ
て
中
耕
を
行
い
、
土
を
軟
ら
か
く

保
つ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

獣
類
の
風
邪
の
処
方

普
通
風
邪
を
ひ
く
と
い
い
ま
す
が
、

風
邪
と
寒
邪
は
い
っ
し
ょ
に
侵
し
ま

す
。
風
邪
に
侵
さ
れ
る
と
自
汗
が
あ

り
ま
す
。
発
汗
剤
を
服
用
し
な
い
の

に
、
じ
と
じ
と
と
汗
ば
み
ま
す
。
寒

邪
は
無
汗
で
す
。
そ
れ
ら
を
漢
方
で

は
「
傷
寒
」
と
し
て
扱
い
、
汗
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

傷
寒
は
四
季
を
通
じ
て
あ
る
病
で

す
。
十
一
月
か
ら

二
月
末
ご
ろ
ま
で

罹
る
も
の
を
正
傷
寒
と
い
い
ま
す
。

正
傷
寒
の
う
ち
即
病
と
不
即
病
と
に

分
け
即
病
は
寒
雅
に
あ
た
る
と
す
ぐ

発
病
す
る
も
の
で
す
。
不
即
病
は
、

あ
っ
た
寒
邪
が
肌
膚
の
間
に
伏
背
部

の
肺
象
、
風
門
、
足
三
里
に
施
灸
し

ま
す
と
よ
く
な
り
ま
す
。

胆
経
は
人
体
の
側
面
を
流
れ
て
い

ま
す
の
で
往
来
寒
熱
と
い
っ
て
、
悪

寒
し
た
り
発
熱
し
た
り
し
ま
す
。

頭
痛
が
あ
り
左
側
か
右
側
の
偏
頭

痛
で
す
。
小
便
が
黄
色
く
な
り
、
食

欲
も
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は

小
柴
胡
湯
が
よ
い
の
で
す
。

陽
明
の
症
、
陽
明
胃
経
に
邪
が
入
っ

た
も
の
で
す
。
胃
経
は
頭
面
か
ら
胸

腹
部
、
足
を
通
り
指
の
第
二
指
の
端

ま
で
流
れ
て
い
ま
す
。
前
頭
部
が
痛

く
な
り
目
が
疼
き
鼻
が
乾
き
不
眠
に

な
り
ま
す
。
葛
湯
を
飲
む
か
葛
根
湯

が
よ
い
の
で
す
。
葛
根
湯
や
小
柴
胡

湯
は
漢
方
薬
店
に
調
剤
さ
れ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

裏
証
は
大
便
秘
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
陰
証
は
熱
症
が
な
く
寒
気
ば

か
り
し
ま
す
。
そ
の
他
下
痢
に
な
る

も
の
も
あ
り
種
類
様
々
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
の
養
生
が
大
切
で
す
。

現
代
農
業
二
月
号
よ
り

r

、̀

3
月
4
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
5
日
（
水
）
岩
谷
方
面

3
月
6
日
（
木
）
大
谷
方
面

3
月
11
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
12
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
13
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
1
7
日
（
月
）
大
谷
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

3
月
18
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

3
月
19
日
（
水
）岩
谷
方
面

3
月
2
5
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

3
月
26
日
（
水
）
中
津
方
面

3
月
27
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

3
月
醤
油
配
達
予
定
表

3
月
6
日
（
木
）
大
谷
方
面
配
達

3
月
14
日
（
金
）本
所
地
区
配
達

3
月
21
日（
金
）
宇
和
川
方
面
配
達

L
P
G
配
達
予
定
表

3
月
3
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

3
月
5
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

3

月
7

日
（
金
）
藤
野
原
•
町

3
月
10
日
（
月
）
八
重
栗
・
土
森
山

大
成
・
正
山

3
月
12
日
（
水
）
久
保

3
月
14
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾

・
京
造

3
月
17日
（
月
）
広
常
・
影
地

3
月
18
日
（
火
）中
津
・
小
倉

3
月
19
日
（
水
）
森

・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

3
月
21
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

3
月
2
4
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

3
月
26
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

3
月
28
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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生涯学習講演会
一
月
二
十
＿
日
、
肱
川
町
公
民
館
に
お
い
て
生
涯
学
習
振
興
事
業
の
一
環
と
し

て
、
女
子
柔
道
ブ
ー
ム
に
火
を
つ
け
た
山
口
香
先
生
を
迎
え
講
演
会
を
開
催
し
た
。

「
女
三
四
郎
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
世
界
女
子
柔
道
選
手
権
金
メ
ダ
ル
等
、
数
か

ず
の
戦
績
を
持
ち
、
柔
道
一
筋
の
青
春
と
生
き
が
い
に
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

—
講
演
要
旨
は
次
の
と
お
り
ー

柔
道
の
よ
さ

み
な
さ
ん
は
「
柔
道
」
に
ど

ん
な
イ
メ

ー
ジ
を
お
持
ち
で

す
か
？
私
、
こ
う
い
っ
た
講

演
も
含
め
て
、
合
宿
と
か
で

全
国
各
地
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

に
い
く
機
会
が
多
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
必
ず
初
対
面
の
方
か
ら

「
柔
道
や
ら
れ

て
る
わ
り
に
は
、
意
外

と
普
通
の
方
な
ん
で
す
ね
」
と

言
わ
れ

ま
す
。
最
近
は
ヤ
ワ
ラ
ち
ゃ
ん
の
活
躍

で
、
女
性
で
も
柔
道
や
っ
て
る
ん
だ
と

頭
で
分
か
っ
て
る
よ
う
で
い
て
、
や
っ

ば
り
「
柔
道
」
と
い
え
ば
「
大
き
い
人
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
ん
で

し
ょ
う
。
で
も
最
近
の
柔
道
の
試
合
は
、

ほ
と
ん
ど
が
体
重
別
で
行
わ
れ
て
る
ん

で
す
。
大
き
い
人
か
ら
小
さ
い
人
ま
で
、

他
の
競
技
に
比
べ
て
も
ほ
ん
と
に
い
ろ

ん
な
体
型
の
人
が
今
の
柔
道
の
選
手
に

は
い
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
の
よ

う
な
普
通
の
体
格
の
人
間
で
も
チ
ャ
ソ

ピ
オ
ン
に
な
れ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
。
つ
ま
り
、
柔
道
と
い
う
の
は
非
常

山

口

香

先

生

講
師

筑
波
大
学
女
子
柔
道
部
監
督

柔
道
一
筋

私
の
青
春
と
生
き
が
い

ー今テ~ _ -~ -

ご虐i工こ`
• ←—重←ニ上い――•

ーか―っ

-~ ....-

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

テ
レ
ピ
ド
ラ
マ
「
姿
―
二
四
郎
」
に
憧

れ
柔
道
の
道
に
入
る
。

十
三
歳
で
全
日
本
女
子
柔
道
選
手

権
に
出
場
し
、
以
来
十
連
覇
を
達

成
す
る
。
環
太
平
洋
柔
道
選
手
権

大
会
三
回
優
勝
。
ア
ジ
ア
柔
道
選

手
権
大
会
で
は
二
回
優
勝
。
第
五

回
世
界
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
で

金
メ
ダ
ル
。
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
銅
メ
ダ
ル
獲
得
。

現
在
、
武
蔵
大
学
で
体
育
実
技
を

教
え
る
か
た
わ
ら
、
筑
波
大
学
女

子
柔
道
部
で
監
督
を
務
め
る
。

に
平
等
な
、
が
ん
ば
り
さ
え
す
れ
ば
誰

に
で
も
チ
ャ
ソ
ピ
オ
ン
に
な
れ
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
い
え
る
ん
で
す
。
子
供

達
が
、
も
し
や
ろ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、

小
さ
い
子
だ
っ
て
大
き
い
子
だ
っ
て
、

ど
ん
な
体
型
体
格
、
も
っ
て
生
ま
れ
た

も
の
で
勝
負
が
で
き
る
っ
て
い
う
意
味

で
私
は
、
誰
も
が
努
力
に
よ
っ
て
が
ん

ば
れ
る
あ
こ
が
れ
や
す
い
種
目
に
な
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
私
が
女
性
で
あ
り
な
お
か
つ

普
通
の
か
ら
だ
で
も
が
ん
ば
れ
た
ん
で

す
。
そ
の
辺
を
み
な
さ
ん
ま
ず
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

母
と
の
約
束

私
は
柔
道
を
六
歳
か
ら
始
め
ま
し
た
。

当
時
女
の
子
で
柔
道
を
や
っ
て
い
る
と

い
い
ま
す
と
、
環
境
的
に
や
ら
ざ
る
を

え
な
い
例
え
ば
家
が
道
場
と
か
、
そ
ん

な
子
し
か
や
っ
て
な
か
っ
た
時
代
で
す
。

な
ぜ
私
が
柔
道
を
始
め
た
か
と
い
い
ま

す
と
、
そ
の
頃
テ
レ
ビ
で
「
姿
三
四
郎
」
っ

て
の
を
や
っ
て
た
ん
で
す
。
こ

れ
に
私

影
響
さ
れ
た
ん
で
す
。
あ
の
投
げ
る
姿

に
コ
ロ
ッ
と
瞬
さ
れ
ま
し
た
。
あ
あ
い

う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
っ
て
だ
い
た
い
う
そ

つ
き
で
す
ね
。
オ
ー
バ
ー
に
つ
く
っ
て

あ
る
ん
で
す
。
で
人
間
不
思
議
で
す
ね
。

あ
あ
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
見
て
い
て
、

特
に
子
供
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
、
決

し
て
自
分
が
投
げ
ら
れ
る
方
に
な
る
と

は
思
わ
な
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
柔
道

や
り
始
め
た
の
は
い
い
ん
で
す
が
練
習

と
い
え
ば
投
げ
ら
れ
る
ば
っ
か
り
。
一

緒
に
入
門
し
た
男
の
子
の
中
に
は
や
め

て
い
く
子
も
何
人
か
い
ま
し
た
。
私
も

や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し

た
。
で
も
や
め
ら
れ
な
い
理
由
が
あ

っ

た
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
私
が
柔
道
を

始
め
た
い
と
い
い
だ
し
た
と
き
母
親
と

あ
る
約
束
を
し
た
ん
で
す
。
こ
れ
が

心

の
中
に
あ
っ
た
ん
で
実
は
や
め
ら
れ
な

か
っ
た
ん
で
す
。
何
か
と
い
い
ま
す
と

「
黒
帯
を
と
る
ま
で
や
め
な
い
」
と
私
が

咬
呵
を
き
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
ほ

と
ん
ど
勢
い
だ
っ
た
ん
で
す
が
。
言
っ

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
ま
ず
、

私
が
柔
道
を
や
り
た
い
と
い
い
だ
し
た

と
き
母
親
は
反
対
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

理
解
が
あ
っ
た
と
い
え
ば
そ
う
い
え
な

く
も
な
い
ん
で
す
が
、
実
は
私
は
三
人

兄
弟
の
真
ん
中
で
あ
り
ま
し
て
よ
く
い

え
ば
の
び
の
び
と
、
悪
く
い
え
ば
ほ
っ

た
ら
か
し
で
育
て
ら
れ
た
ん
で
す
。
や

り
た
い
な
ら
お
や
り
な
さ
い
っ
て
い
う

感
じ
で
す
。
た
だ
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
い

や
い
や
や
っ
て
い
た
の
か
と
い
い
ま
す

と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け
身
の

練
習
の
、
つ
ま
ら
な
い
ほ
ん
の
数
力
月
、

そ
の
時
期
を
切
り
抜
け
る
の
に
み
ん
な

大
変
み
た
い
な
ん
で
す
よ
ね
。
ま
あ
幸

運
に
も
そ
ん
な
約
束
と
い
う
か
意
地
が

あ
っ
て
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ

か
ら
は
投
げ
た
り
投
げ
ら
れ
た
り
、
あ

る
い
は
試
合
で
勝
つ
喜
び
な
ん
か
が
わ

か
っ
て
ほ
ん
と
に
や
っ
て
よ
か
っ
た
な

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
、
そ
の
当
時
を
振
り
返
っ
て
な
ん

で
も
柔
道
と
一
緒
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、

ま
ず
ひ
と
つ

、
は
じ

め
か
ら
面
白
い
と

か
や

っ
て
よ

か
っ
た
と
思
う
こ
と
っ
て

の
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

や
っ
ば
り
初
め
は
つ
ら
い
こ
と
も
苦
し

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ
を
抜

け
た
か
ら
こ
そ
の
喜
び
で
あ
り
楽
し
み

だ
ろ
う
と
。
逆
に
い
う
と
そ
の
我
慢
が

で
き
た
人
ほ
ど
た
く
さ
ん
楽
し
い

こ
と
、

す
ば
ら
し
い
こ
と
に
め
ぐ
り
あ
え
る
人

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

柔
道
を
食
べ
物
に
た
と
え
る
と
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
「
す

る
め
」
な
ん
で
す
。
口
に
い
れ
た
と
き

は
な
ん
だ
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し

か
し
こ
れ
は
あ
な
ど
れ
な
い
、
そ
こ
で

出
し
ち
ゃ
あ
す
る
め
の
お
い
し
さ
は
わ

か
ら
な
い
。
噛
ん
で
い
く
う
ち
に
、
あ

ご
が
つ
か
れ
て
く
る
こ
ろ
に
な
っ
て
や
っ

と
ジ
ワ
ー
ッ
と
お
い
し
さ
が
ひ
ろ
が
っ

て
く
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
お
い
し
さ
も

死
ぬ
ほ
ど
お
い
し
い
も
ん
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
あ
き
が
き
ま
せ
ん
。

な
ん
か
こ
う
、
あ
る
と
つ
い
つ
い
も
う

ひ
と
つ

っ
て
こ

と
に
な
る
ん
で
す
。
こ
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も
う

一
っ

、
な
ぜ
私
が
柔
道
を
続
け

ら
れ
た
の
か
、
強
く
な
れ
た
の
か
と
考

え
る
と
、
い
ろ
い
ろ
理
由
は
あ
る
に
せ

よ
、
ひ
と
つ
い
え
る
の
は
や
っ
ぱ
り
好

ぎ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
な
ん
で
好
き
で

い
ら
れ
た
か
っ
て
い
う
と
、
こ
れ
は
親

に
感
謝
し
て
る
ん
で
す
が
、
「
あ
な
た

が
好
き
だ

っ
た
ら
お
や
り
な
さ
い
」

っ

て
い
う
こ
の
態
度
を
終
始
変
え
な
か
っ

た
。
今
に
至
る
ま
で
あ
な
た
が
や
っ
て

る
こ
と
だ
か
ら
ど
う
ぞ
自
由
に
や
っ
て

く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
、
少
し
距
離

を
お
い
て
私
の
や
る
こ
と
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
た
。
今
思
う
と
こ
れ
が
非
常

に
有
り
難
か

っ
た
。
だ
か
ら
嫌
い
に
な

ら
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
柔
道

に
関
し
て
は

一
度
も
親
に
お
し
り
を
た

た
か
れ
た
覚
え
が
な
い
ん
で
す
。
一
番

近
く
に
い
た
親
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与

え
ず
に
や
ら
せ
て
く
れ
た
っ
て
こ
と
が

よ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

私
が
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
子
供
達
を
見
て
い
て
な

ん
で
す
。
恵
ま
れ
て
い
る
分
か
わ
い
そ

う
な
所
も
有
る
ん
で
す
。
最
近
子
供
の

数
が
減
っ
て
、
子
供
一
人
あ
た
り
の
親

の
期
待
が
大
き
く
な

っ
て
る
ん
で
し
ょ

う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
や

っ
て
る
子
供
よ
り

子
供
の
意
欲
を
消
さ
な
い
で

れ
が
柔
道
な
ん
で
す
。
言
う
に
言
わ
れ

ぬ
魅
力
が
あ
る
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る

「
奥
が
深
い
」
っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
長
く

つ
き
あ
え
る
、
長
く
そ
の

も
の
の
よ
さ
を
追
究
で
き
る
も
の
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

も
そ
の
親
の
方
が
気
合
入
っ
て
ま
す
ね
。

特
に
母
親
が
真
剣
で
す
。
私
監
督
や
っ

て
ま
し
て
、
い
っ
そ
の
こ
と
こ
の
お
母

さ
ん
鍛
え
て
や
ろ
う
か
と
思
う
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

で
も
「
見
ら
れ
る
」

「
応
援
し
て
も
ら
う
」
っ
て
こ
と
は
大
事

な
ん
で
す
。

こ
れ
が
な
け
れ
ば
が
ん
ば

ろ
う
っ
て
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
オ
リ
ソ

ビ

ッ
ク
選
手
だ
っ
て
、
世
界
が
注
目
し

て
い
る
と
思
え
ば
こ
そ
が
ん
ば
れ
る
し
、

は
げ
み
に
な
る
ん
で
す
。
た
だ
、
こ
こ

が
難
し
い
と
こ
ろ
。
応
援
は
さ
れ
た
い
、

で
も
さ
れ
す
ぎ
る
と
「
負
け
ち
ゃ
い
け

な
い
、
負
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
思

う
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
そ
れ
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
る
ん
で
す
。
子
供
も
同
じ

で
す
。
さ
ら
に
そ
れ
が
親
か
ら
の
も
の

と
な
る
と
一
般
の
人
達
か
ら
受
け
る
の

と
は
違
う
、
非
常
に
大
ぎ
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
子
供
は
惑
じ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
勝
っ
て
る
と
き
は
い
い
ん
で

す
。
応
援
に
来
て
い
る
お
父
さ
ん
も
お

母
さ
ん
も
嬉
し
そ
う
で
子
供
は
次
も
が

ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
負
け

た
時
で
す
。
監
督
に
は
お
こ
ら
れ
、
チ
ー

ム
の
み
ん
な
に
も
心
な
し
か
冷
た
く
さ

れ
、
あ
あ
負
け
ち
ゃ
っ
た
、
く
や
し
い
、

残
念
だ
っ
た
と
つ
ら
い
思
い
を
し
て
帰
っ

て
ぎ
た
ら
親
に
も
お
こ
ら
れ
る
。
そ
れ

が
続
く
と
、
楽
し
か
っ
た
柔
道
が
、
剣

道
が
野
球
が
サ
ッ
カ
ー
が
、
お
こ
ら
れ

る
か
ら
や
っ
て
い
る
、
や
ら
さ
れ
て
い

る
と
い
う
意
識
に
変
わ
る
ん
で
す
。
嫌

い
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

こ
う
な

る
と
結
果
的
に
は
そ
の
子
は
強
く
な
り

ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
あ
る
程
度
ま
で
は

い
く
子
も
い
ま
す
が
、
日
本

一
、
世
界

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
勝
つ

一
を
目
指
し
た
と
き
に
、
や
ら
さ
れ
て

い
た
ん
で
は
そ
の
壁
は
乗
り
越
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

い
ろ
ん
な
世
界
チ
ャ
ソ
ピ
オ
ン
に
ど

う
し
て
強
く
な
れ
た
の
か
と
聞
く
と
、

一
様
に
し
て
「
や
っ
ば
り
好
き
だ
か
ら
、

だ
か
ら
い
ろ
ん
な
つ
ら
い
こ
と
苦
し
い

こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ
た
ん
で
す
。
」

と
い
い
ま
す
。
子
供
が
最
初
に
が
ん
ば

ろ
う
と
思
っ
た
そ
の
気
持
ち
を
、
意
欲

を
消
さ
な
い
こ
と
が

一
番
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
の
親
の
場
合
は
意
識
し
て
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で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
私

と
し
て
は
非
常
に
や
り
や
す
か
っ
た
と

い
え
ま
す
。

私
一
度
、
体
重
の
調
整
に
失
敗
し
ま

し
て
、
フ
ラ
ソ
ス
で
行
わ
れ
た
世
界
選

手
権
で
、
試
合
を
一
週
間
後
に
控
え
て

5
2
k
g
以
下
で
出
場
す
る
は
ず
の
私
が
な

ん
と
5
6
k
g
。
こ
の
一
週
間
、
死
ぬ
お
も

い
で
減
量
し
、
な
ん
と
か
計
量
の
日
に 柔道一筋の青春について講演する山口香氏

は
ま
に
あ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
私

は
や
つ
れ
て
フ
ラ
フ
ラ
で
、
と
て
も
試

合
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
も
そ
も
私
の
頭
の
中
に
試
合
の
事
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
だ
計
量
に
パ
ス
す

る
こ
と
だ
け
に
必
死
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
こ
の
大
会
、
私
は
準
優
勝
、
銀
メ
ダ

ル
を
取
っ
た
の
で
す
。
銀
メ
ダ
ル
な
ん

て
万
全
の
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
で
向
か
っ

て
も
な
か
な
か
と
れ
る
も
ん
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。

で
、
後
で
何
が
よ
か
っ
た
の

か
と
考
え
る
に
、
あ
の
時
の
私
に
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
も
の
が
全
然
な
か
っ

た
な
と
思
う
ん
で
す
。
万
全
の
時
よ
り

も
確
か
に
力
は
落
ち
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
そ
の
と
き
持
っ
て
い
た
力
は

全
部
だ
し
き
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
の
開
き
直
り
が
良
い
結
果
に
結
び
付

い
た
ん
で
す
。

で
も
こ
の
「
開
き
直
り
」

も
ま
た
む
つ
か
し
い
ん
で
す
よ
。
開
き

直
ろ
う
っ
た
っ
て
直
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、

い
つ
開
き
直
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ

ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
と
き
な
ん
で
す
。

プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
と
は
、
自
分
の
な
か

に
あ
る
不
安
が
引
き
金
に
な
っ
て
い
る

と
私
は
思
う
ん
で
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
勝
っ
た
め
に
は
、
そ
の
不
安
を
な
く

す
こ
と
で
す
。
開
き
直
れ
る
ま
で
そ
の

不
安
を
、
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
の
中

で
い
か
に
補
っ
て
や
れ
る
か
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
。
「
こ
こ
ま
で
や

っ
た
ん

だ
か
ら
、
こ
れ
で
負
け
た
ら
相
手
が
強

か
っ
た
ん
だ
」
と
思
え
れ
ば
、
勝
ち
負

け
は
別
に
し
て
も
自
分
の
力
が
発
揮
で

き
る
。
そ

こ
ま
で

追
い
込
む
こ
と
も
必

要
な
ん
で
す
。

二
つ
の
目
標

私
は
常
に
練
習
に
お
い
て
二
つ
の
目

標
を
設
定
し
ま
し
た
。
―
つ
は
大
き
な

目
標
。
世
界
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
を
と

る
と
か
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
に
で
る

こ
と
と

か
。

そ
し
て
次
に
小
さ
な
目
標
。
世
界

一
に
な
る
た
め
に
は
何
が
足
り
な
い
の

か
。
力
、
技
、
持
久
力
、
精
神
力
、
自

分
で
足
り
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
を
具
体

的
に
小
さ
な
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
私
は
今
5
0
k
g
の
バ
ー
ペ
ル
を

持
ち
上
げ
る
事
が
で
き
る
と
し
ま
す
。

す
る
と
「
次
の
大
会
ま
で
に
6
0
k
g
持
ち

上
げ
れ
る
よ
う
に
す
る
」
と
自
分
に
約

束
す
る
ん
で
す
。
こ
の
目
標
の
い
い
と

こ
ろ
は
成
果
が
ハ

ッ
キ
リ
わ
か
る
こ
と

で
す
。
前
回
の
世
界
選
手
権
よ
り
私
は

少
な
く
と
も
力
が
強
く
な
っ
た
と
自
信

に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
小
さ
な
目
標
を

た
く
さ
ん
作
れ
ば
、
あ
れ
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
、
こ
れ
も
で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
、
だ
か
ら
私
は
前
回
よ
り
も
強

く
な
っ
て
る
。
だ
か
ら
勝
て
る
。
と、

自
信
を
も
っ
て
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
ん
で
す
。

こ
う
い
う
目
標
の
立
て
方
っ
て
い
う

の
は
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
有
効
な
ん
で

は
な
い
か
と
私
は
最
近
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
家
庭
、
会
社
、
町
お
こ
し

で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
大
き

な
目
標
を
ま
ず
も
っ
て
、
次
に
そ
れ
に

は
何
が
足
り
な
い
の
か
考
え
て
み
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
よ
り
具
体
的
で
判
り
や

す
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
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佐
藤
鮮
魚
店
を
開
店
し
た
の
が
昭
和

二
十
六
年
、
早
い
も
の
で
も
う
四
十
五

年
、
そ
の
間
魚
屋
一
筋
に
経
営
を
さ
れ

て
来
た
。
七
年
前
に
な
る
が
脳
梗
塞
に

な
り
、
そ
の
影
響
で
片
目
を
悪
く
さ
れ

た
と
聞
い
た
。

「
病
気

に
な
る
ま
で
は
吉
田
町
や
明

浜
町
ま
で
仕
入
れ
に
行

っ
て
た
ん
で
す

が
、
今
で
は
八
幡
浜
の
市
場
で
す
べ
て

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
寒
い

朝
、
六
時
に
家
を
出
る
の
は
つ
ら
い
ん

で
す
よ
」
元
気
な
人
で
も
冬
の
寒
い
朝

は
と
て
も
つ
ら
い
が
、
病
気
を
患
っ
た

佐
藤
さ
ん
に
と

っ
て
は
な
お
さ
ら
の
こ

と
、
人
の
何
倍
も
の
つ
ら
さ
が
あ
る
の

で
は
と
思
う
。

そ
れ
で
も
「
地
域
の
皆

さ
ん
が
と
て
も
良
い
人
ば
か
り
で
、
今

で
も
店
を
続
け
て
い
け
る
の
は
ひ
い
き

に
し
て
下
さ
る
お
客
さ
ん
の
お
陰
で
す
。

惑
謝
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

病
気
を
し
た
後
、
大
変
な
苦
労
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

“‘-、

商
売
は
、
長
年
の
経
験
を
生

か
し
新
鮮
で
お
い
し
い
魚
介
類

を
仕
入
れ
て
、
家
庭
の
食
卓
を

満
た
し
て
い
る
。
お
酒
が
好
き

な
人
に
と
っ
て
も
、
新
鮮
な
お

刺
身
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
量

も
す
す
み
お
い
し
く
飲
め
る
の

で
は
：
・
：
・
・
:
。
魚
介
類
の
販
売

と
仕
出
し
料
理
が
主
で
あ
る
が
、

鹿
野
川
主
婦
の
店
に
も
魚
を
卸
し
て
い

る。
趣
味
は
と
聞
く
と
、
ち
ょ
っ
と
考
え

て
「
こ
れ
と

言
っ

て
大
し
た
も
の
は
な

い
ん
で
す
よ
」
と
笑
っ
て
答
え
る
。
朝

も
早
く
な
か
な
か
時
間
が
取
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
と
思
う
が
、
た
ま
に
は
息
抜

き
で
も
し
て
仕
事
に
精
を
出
し
て
ほ
し

い
と
願
う
。

今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
「
身
体
の

動
く
う
ち
は
、
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い

き
た
い
。
私
を
必
要
と
し
て
く
だ
さ
る

お
客
さ
ん
が
店
に
来
て
も
ら
え
る
間
は
」

と
、
商
売
に
対
す
る
積
極
的
な
意
欲
が

う
か
が
え
た
。
今
の
時
期
、
寒
く
て
大

変
だ
と
思
う
が
、
身
体
に
気
を
つ
け
て

十
年
で
も

二
十
年
で
も
出
来
る
限
り
長

く
続
け
て
ほ
し
い
。

昭
和
八
年

一
月
二
十
九
日
生
ま
れ
の

六
十
四
歳
。
現
在
奥
さ
ん
と
二
人
暮
ら

し
。

佐

藤

景

さ
ん
（
佐
藤
鮮
魚
店
）

お
客
さ
ん
に
感
謝
し
て

息
の
長
い
商
売
を

一
県
青
連
・
県
婦
連
組
織
化
30
周
年

r

活
動
研
究
大
会
・
記
念
式
典
開
催

一
月
二
十
七
日
、
愛
媛
県
以
上
を
提
案
し
研
究
大
会
を
終
え
た
。

県

民

文

化

会

館

に

お

い

て

、

引

き

続

き

開

催

さ

れ

た

三
十
周
年
記

県
青
連
（
会
長
・
大
野
立
志
念
式
典
で
は
、
十
四
名
の
個
人
と

二
十

川
上
商
工
会
青
年
部
長
）
・
八
の
青
年
部
、
婦
人
部
が
表
彰
及
び
全

県
婦
連
（
会
長
・
藤
木
久
子
国
大
会
で
の
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

宮
窪
町
商
工
会
婦
人
部
長
）
そ
の
中
で
、
川
上
商
工
会
婦
人
部
（
部

組
織
化
三
十
周
年
を
記
念
し
て
青
年
部
・
長
・
三
井
久
美
子
）
が
全
国
組
織
化

三

婦
人
部
活
動
研
究
大
会
と
記
念
式
典
が
十
周
年
に
お
い
て
優
良
婦
人
部
と
し
て

開

催

さ

れ

た

。

表

彰

さ

れ

、

そ

の

伝

達

を

受

け

た

。

活
動
研
究
大
会
は
、
県
下
各
商
工
会

の
青
年
部
、
婦
人
部
を
対
象
に
組
織
へ

の
帰
属
意
識
を
高
め
、
結
束
力
を
強
化

し
、
事
業
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
と

地
域
経
済
の
振
興
発
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
し
た
。

「
商
工
会
地
域
の
未
来
を
語
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
藤
目
節
夫
愛
媛
大
学
教
授
を
コ

ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
迎
え
、
真
鍋
丹
原
町

青
年
部
長
、
西
園
寺
保
内
町
青
年
部
長
、

桧
垣
波
方
町
婦
人
部
長
、
藤
堂
明
浜
町

婦
人
部
長
、
吉
村
全
青
連
会
長
ら
五
名

が
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
取
り
組
ん
で
い
る
活
性
化
対
策
と
、

今
後
の
青
年
部
、
婦
人
部
の
対
応
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
た
。

最
後
に
藤
目
教
授
が
、
地
域
活
性
化

の
重
要
ポ
イ
ソ
ト
と
し
て

一
、
ト
ッ
プ
は
哲
学
、
ポ
リ
シ
ー
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
う

い
う
人
を
選
ぶ
。

二
、
箱
物
よ
り
知
恵
に
金
を
使
う
。

三
、
行
政
等
に
お
い
て
は
専
門
の
職
員

を
養
成
す
る
な
ど
人
材
育
成
が
必
要
。

青年部・婦人部だより

『
テ
レ
ビ
』
と
い
う
文

明
の
利
器
が
発
明
さ
れ
た

と
き
、
あ
る
偉
人
が
「

一

億
総
白
痴
化
」
と
評
し
た

こ
と
を
、
最
近
に
な
っ
て

思
い
出
す
。

近
頃
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

を
見
れ
ば
、
不
倫
・
離
婚
・

セ
ッ
ク
ス
レ
ス
と
思
え
ば
、
今
年
に
入
っ

て
古
め
か
し
い
婦
人
雑
誌
の
中
の
テ
ー

マ
か
ら
、
結
婚
を
中
心
に
適
当
に
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
安
易
な
作
り
方
に
思
え

て
な
ら
な
い
。
女
性
に
と
っ
て
永
遠
の

関
心
事
で
あ
る
”
結
婚
“
を
ド
ラ
マ
化

し
た
に
す
ぎ
ず
、
私
に
い
わ
せ
て
も
ら

う
と
、
テ
レ
ビ
マ
ソ
の
頭
の
中
は
い
ざ

知
ら
ず
、
い
い
か
げ
ん

二
流
の
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
に
は
、
ゲ
ッ
プ
が
出
る
。
同
じ

タ
レ
ソ
ト
で
同
エ
異
曲
の
テ
ー
マ
を
繰

り
返
し
繰
り
返
し
使
っ
て
ド
ラ
マ
作
り

を
し
て
い
る
限
り
、
見
て
い
る
ほ
う
も

白
痴
化
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

前
に
も
書
い
た
が
突
然
”
結
婚
“
が

五亙秋冬

テ
し
マ
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
大
昔
の
婦
人
雑
誌
全
盛
の
頃

か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
、

当
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
が
分
厚
い
付

録
を
つ
け
て
読
者
を
奪
い
合
い
何
十
万

部
と
い
う
発
行
部
数
を
誇
っ
て
い
た
と

い
う
。
女
性
た
ち
は
ど
れ
を
買
お
う
か

と
店
頭
で
迷

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
記
事

の
中
身
は
ど
れ
も
似
た
り
よ
っ
た
り
な

の
が
見
る
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
の
永
久

か
つ
不
変
の
ト

ッ
プ

は
”
結
婚
“
な
の

で
あ
る
。
結
婚
特
集
を
や
れ
ば
必
ず
部

数
が
伸
び
た
ら
し
い
。

婦
人
雑
誌
に
は
全
く
縁
が
な
い
と
思
っ

て
い
た
私
も
、
昨
年
の
暮
に
（
と
い
っ

て
も
ま
だ

ニ
カ
月
前
で
あ
る
）
妻
が
入

院
し
た
た
め
、
タ
イ
ク
ツ
し
の
ぎ
に
雑

誌
で
も
と
思
い
書
店
に
立
ち
寄
っ
て
み

た
。
年
末
だ
け
に
新
年
号
と
も
な
る
と
、

み
ん
な
似
た
よ
う
な
家
計
簿
の
付
録
が

つ
い
て
い
た
。
付
録
と
は
い
え
な
に
が

し
か
の
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
、

で
き
る
だ
け
少
な
く
反
対
に
本
誌
の
内

容
の
濃
い
も
の
を
と
思
い
そ
の
中
の
一

つ
を
取
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
そ
の
様
な

雑
誌
の
コ
ー
ナ
ー
で
内
容
ま
で
じ
っ
く

り
確
認
で
き
る
は
ず
も
な
く
妻
の
不
評

を
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ま
さ
に
洪
水
の
ご
と
く
ハ
ソ
ラ
ソ
す

る
メ
デ
ィ
ア
の
中
、
本
当
に
自
分
が
欲

し
い
情
報
を
適
確
に
、
ま
た
い
ろ
い
ろ

な
確
度
か
ら
仕
入
れ
整
理
を
し
て
い
く

こ
と
が

一
番
大
事
と
い
え
よ
う
。
世
の

御
婦
人
各
位
、
安
っ
ぽ
い

三
文
小
説
や

二
流
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
は
暮
々
も
御

用
心
'
・
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ふ
る
さ
と
は
や
っ
ぱ
り
予
子
林

予

子

林

上

甲

芳

幸

(72
歳）

予
子
林
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
十
四
鉱
労
務
者
な
ど
を
、
朝
鮮
か
ら
北
海
道
、

歳
で
三
つ
の
位
牌
を
持
つ
と
い
う
辛
い
北
九
州
に
送
る
役
目
で
す
。
我
が
子
と

運
命
に
泣
き
ま
し
た
。
六
歳
の
と
き
に
の
別
れ
を
悲
し
む
母
親
の
泣
き
声
を
思

姉
を
、
小
学
校
四
年
の
と
き
に
事
故
で
い
出
す
と
、
今
で
も
胸
が
痛
み
ま
す
。

弟
を
亡
く
し
、
十
四
歳
で
今
度
は
父
の
私
自
身
も
二
十
年
四
月
、
釜
山
で
現

葬
儀
に
長
男
と
し
て
位
牌
を
持
つ
と
い
地
入
隊
、
終
戦
時
は
下
関
の
寺
に
宿
泊

う
有
様
で
、
家
の
中
は
お
寺
の
よ
う
に
し
な
が
ら
、
朝
鮮
海
峡
の
物
資
輸
送
任

線
香
の
絶
え
間
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

務
に
着
い
て
お
り
ま
し
た
。

当
時
、
文
房
具
等
の
小
さ
な
商
売
を
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
は
関
門
海
峡
に
魚

始
め
、
次
第
に
拡
張
し
て
食
品
雑
貨
の
雷
が
撃
ち
込
ま
れ
、
同
年
兵
も
二
か
月

店

を

や

っ

て

い

た

母

が

、

足

ら

ず

で

戦

死

、

八

女

手

―

つ

で

育

て

て

く

ャ

、

J

月
十
五
日
の
終
戦
の

日
は
、
同
僚
を
病
院

回ー
と
”
て
ャ
・

れ
、
昭
和
十
五
年
、
県

立
宇
和
農
業
学
校
に
入

1

0

-

i

-

へ
運
ん
で
い
る
途
中
、

り

ま

し

た

が

、

大

東

亜

第

A
へ

民

間

人

よ

り

日

本

の

戦

争

の

勃

発

で

教

練

の

「

一
敗
戦
を
聞
か
さ
れ
シ
ョ

〗
口〗
十
（つ

し

直[
L
[
[
[

◄
 

月
に
卒
業
、
す
ぐ
に
朝

朝
鮮
で
は
暴
動
が
起

鮮
へ
行
く
、
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

き
て
い
る
と
の
噂
も

京
城
（

現
、
ソ
ウ
ル
）
に
あ
っ
た
朝
鮮
あ
り
、
ど
う
す
る
こ
と
．
も
で
き
な
い
ま

総
督
府
地
方
官
吏
養
成
所
を
経
て
、
愛
ま
、
二
十
年
九
月
復
員
、
も
う
帰
る
こ

省
北
道
の
道
庁
（
所
在
地
は
大
邸
）
に
一
雇
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
予
子
林
へ
天

員
と
し

て
勤
め
、
三
か
月
の
後
任
官
し
涯
孤
独
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
近
所
の

ぷ
ん
け
い

聞
愛
郡
庁
（
所
在
地
は
聞
慶
面
、
面
は
人
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
農
協
へ
半

村
）
に
勤
務
し
ま
し
た
。

年
、
役
場
ヘ
一
年
半
勤
め
ま
し
た
。

任
官
を
機
に
母
を
呼
び

寄

せ

る

こ

と

な

か

ば

あ

き

ら

め

て

い

た

母

と

姉

が

に
し
、
予
子
林
の
家
を
処
分
し
て
、
聞
二
十
一
年
七
月
に
満
州
か
ら
帰
り
着
い

慶
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

た
時
は
夢
の
よ
う
で
し
た
。
地
域
の
人

と
こ
ろ
が
仕
事
は
、
戦
争
の
激
化
に
た
ち
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
受

と
も
な
い
日
本
の
労
働
力
が
不
足
し
た
け
、
小
さ
い
な
が
ら
も
好
き
な
商
売
を

た
め
、
官
斡
旋
と
い
う
名
の
も
と
に
炭
自
力
で
再
興
し
て
く
れ
ま
し
た
。

二
十
二
年
十
月
、
自
由
に
働
き
に
出

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、
戦
争
の

混
乱
に
よ
り
、
農
林
統
計
の
数
値
が
で

た
ら
め
で
あ
る
こ
と
を

G
H
Q
か
ら
指

摘
さ
れ
、
農
林
省
に
統
計
調
査
局
が
設

置
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
新
設
の
農
林
省

愛
媛
作
物
報
告
事
務
所
坂
石
出
張
所

（
半
年
後
魚
成
出
張
所
と
な
る
）
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
の
手
始
め
は
、
二
十
三
年
度
麦

の
作
付
面
積
調
査
で
、
職
員
二
人
と
管

内
六
か
村
（
横
林
、
惣
川
、
遊
子
川
、

魚
成
、
土
居
、
高
川
）
か
ら
集
ま
っ
た

調
査
員

二
、
三
十
人
と
が
こ
れ
に
当
た

り
ま
し
た
。
食
糧
不
足
の
当
時
、
正
直

者
が
馬
鹿
を
見
な
い
、
公
正
な
調
査
が

必
要
で
し
た
。

以
後
、
統
計
調
査
事
務
所
、
中
四
国

農
政
局
愛
媛
統
計
情
報
事
務
所
と
役
所

の
名
称
と
仕
事
内
容
が
変
わ
る
な
か
、

私
は
越
智
郡
宮
窪
町
か
ら
松
山
、
五
十

崎
、
野
村
、
大
洲
な
ど
十
五
回
も
転
勤

し
、
子
供
た
ち
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
も
、

農
林
漁
業
の
統
計
に
関
わ
り
、
永
年
に

亘
り
国
の
農
林
漁
業
政
策
の
基
本
と
な

る
デ
ー
タ
を
集
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、

公
僕
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

五
十
七
年
十
二
月
、
大
洲
を
最
後
に

退
職
し
た
私
は
、
五
十
崎
に
住
む
は
ず

で
し
た
が
、
母
一
人
予
子
林
を
離
れ
よ

う
と
し
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
酒
類
を
中

心
と
し
た
今
の
店
を
家
内
に
受
継
が
せ
、

こ
の
地
で
余
生
を
送
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
母
が
私
達
を
懸
命
に
育
て
て
く

れ
た
地
、
こ
れ
が
や
は
り
本
当
の
ふ
る

さ
と
だ
と
思
え
る
の
で
す
。

現
在
の

C

D
が
、
ま
だ

レ
コ
ー
ド
だ
っ
た
頃
、
そ

の
売
上
枚
数
が
五
万
枚
で

”ヒ

ッ
ト“

三
十
万
枚
で

”
大
ヒ
ッ
ト
“
そ
れ
が
百

万
枚
に
達
し
た
も
の
は
、

”
ミ
リ
オ
ソ
セ
ラ
ー
“
と

な
り
、
そ
の
年
を
代
表
す

る
歌
と
し
て
、
日
本
人
の
多
く
、
し

か
も
幅
広
い
年
齢
層
が
、
そ
の
歌
を

知
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
テ
レ
ビ

で
は
歌
番
組
が
数
多
く
放
映
さ
れ
、

中
で
も
ベ
ス
ト
テ
ソ
番
組
が
絶
大
な

人
気
を
誇
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
年
代
後
半

に
な
っ
て
、
ア
イ
ド
ル
（
歌
手
？
）
と

よ
ば
れ
る
連
中
が
や
た
ら
出
没
し
は

じ
め
、
昭
和
六
十
年
代
に
入
る
と
、

お
ニ
ャ
ソ
コ
ク
ラ
ブ
な
る
も
の
が
ブ

ラ
ウ
ソ
管
を
荒
ら
し
ま
わ
り
、
次
第

に
そ
の
集
団
が
常
に
歌
番
組
を
支
配

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
や
が
て
、

そ
の
バ
カ
ら
し
さ
に
や
っ
と
気
付
い

た
か
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
か
ら
歌
番

組
の
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
、
ミ
リ

オ
ソ
セ
ラ
ー
は
皆
無
と
な
っ
た
。
昭

和
か
ら
平
成
に
か
け
た
こ
の
頃
、
歌

は
ま
さ
に
”
氷
の
時
代
“
を
迎
え
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
活
躍
の
場

を
失
っ
た
ア
イ
ド
ル
歌
手
と
い
う
も

の
は
い
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
、
自

青 年 部 雑 感

分
達
が
作
詩
・
作
曲
・
編
曲
を
手
掛

け
、
歌
う
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
プ

ロ
の

ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
が
支
持
さ
れ

る
時
代
が
や
っ
て
来
た
。
テ
レ
ビ
に

も
徐
々
に
歌
番
組
が
復
活
し
、
プ
ロ

の
シ
ソ
ガ
ー
と
よ

べ
る
人
達
が
数
多

く
姿
を
現
し
は
じ
め
た
の
が
、
今
か

ら
五
、
六
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

C

D
が
ど
ん
ど
ん
売
れ
始
め
る
。
や
が

て
こ
の
時
を
見
据
え
て
い
た
か
の
よ

う
に
、
”
小
室
フ
ァ

ミ
リ
ー
“
と
よ

ば
れ
る
人
達
が
登
場
し
て
来
た
。
彼

ら
に
つ
い
て
詳
し
く
書
い
て
い
る
余

裕
は
な
い
が
、
現
在
は
ま
さ
に
彼
ら

の
時
代
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
何
百

万
枚
と
い
う
驚
異
的
な

C

D
セ
ー
ル

ス
、
彼
ら
も
凄
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
を
支
持
す
る
人
達
の
パ
ワ
ー
が

な
に
せ
凄
い
の
だ
ろ
う
。
も
は
や
完

全
に
若
者
の
娯
楽
と
化
し
た
カ
ラ
オ

ケ
で
、
彼
ら
の
歌
は
歌
い
ま
く
ら
れ

る
。
定
番
だ
っ
た
演
歌
は
そ
の
パ
ワ
ー

に
屈
し
、
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
。

こ

の
時
代
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
は
、

知
る
よ
し
も
な
い
が
、
と
に
か
く

ミ

リ
オ
ソ
セ
ラ
ー
は
復
活
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
よ
う
に
老

い
も
若
き
も
小
室
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
歌

を
知
っ
て
い
る
と
は
、
と
て
も
思
え

な
い
。
昔
と
今
と
で
何
が
ち
が
う
と

い
う
の
だ
ろ
う
。

浜

田

ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
は
り

律

朗
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第
四
十
九
回
成
人
式

を
一
月
十
五
日
、
肱
川

町
公
民
館
で
行
い
ま
し

四
十
三
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

t
 
ス`メ
．T＼℃

ヽ

た
。
本
年
の
対
象
は
、
昭
和
五
十
一

年
四
月
二
日
か
ら
翌
五
十
二
年
四
月

一
日
に
生
ま
れ
た
若
者
た
ち
で
、
六

十
六
人
の
う
ち
、

四
十
三
人
が
出

席
、
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま

し
た
。新
成
人
の
生

ま
れ
た
頃
を
振

り
返
っ
て
み
る

と
、
ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
で
、
故

田
中
角
栄
氏
が

逮
捕
さ
れ
、
町

で
は
「
肱
川
町

誌
」
が
発
行
さ

れ
、
映
画
「
犬

神
家
の
一
族
」

が
ヒ
ッ
ト
し
た

年
で
し
た
。

午
前
九
時
三

十
分
よ
り
開
式
、

町
長
が
、
「
肱

川
町
に
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
、
成
人

新成人のみなさん

編集•発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
今
後
の
肱
川

町
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
式

辞
を
述
べ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

井
上
慎
也
君
が
、
「
社
会
人
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
道
を
歩
む
覚
悟
で

す
。
町
民
憲
章
の
理
念
に
立
っ
て

『
風
お
こ
し
運
動
』

パ
ー
ト

11
が
展

開
中
で
す
。
自
ら
の
心
の
中
に
『
風
』

を
お
こ
し
、
こ
れ
を
結
集
し
て
町
づ

く
り
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
風
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
達
は
肱
川

町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
”

わ
き
上
が
る
風
で
ロ
マ
ソ
の
ま
ち
づ

く
り
“
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
参
り

ま
す
。
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
尾
道
女
子
短
期
大
学
非

常
勤
講
師
、
八
ッ
塚
実
先
生
が
、

「
さ
あ
今
日
か
ら
始
ま
る
自
分
デ
ザ

イ
ソ
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
し
て

頂
ぎ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
久
々

に
会
っ
た
同
級
生
と
楽
し
く
懇
談
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
団
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
で
は
、
新
成
人

と
来
賓
の
方
々
が
仲
よ
く
ゲ
ー
ム
に

参
加
し
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
新

成
人
た
ち
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
中
学
校
の
先
生
を
定
年
前
に
退
職
、
母
親
を
看
病
さ
れ
た
経
験

や
、
先
生
時
代
の
体
験
を
も
と
に
新
成
人
に
優
し
く
、
語
り
か
け
る
よ
う
に

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
先
生
は
、
全
国
を
講
演
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

●
は
じ
め
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

の
成
人
式
は
と
り
わ
け
惑
激
し
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
は
、
僕
の
三
人
の

子
供
の
一
番
末
っ
子
が
丁
度
成
人
で

す
。
み
な
さ
ん
と
同
い
年
で
す
。
恐

ら
く
今
僕
の
胸
の
中
に
こ
み
あ
げ
て

く
る
も
の
が
、
み
な
さ
ん
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
の
胸
の
中
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
い
や
、
も
う
、
何
が
嬉

し
い
っ
て
、
自
分
の
子
供
が

二
十
歳

を
迎
え
る
。
成
人
す
る
、
こ
れ
に
と

り
か
え
る
よ
う
な
喜
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
場
に
お
招
き
頂
い
て

感
激
し
て
い
ま
す
。

●
母
か
ら
学
ん
だ
こ
と

僕
は
元
々
は
中
学
校
の
教
員
で
す
。

八
年
前
に
や
め
ま
し
た
。
や
め
た
理

由
と
言
う
の
が
、
母
親
を
看
病
す
る

と
言
う
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
周

り
の
人
達
は
、
無
責
任
な
こ
と
を
言
っ

て
く
れ
ま
す
。
一
人
の
人
間
が
一
人

の
人
間
の
範
囲
内
で
考
え
た
こ
と
で

す
か
ら
、
余
り
が
た
が
た
言
わ
れ
た

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
そ
れ
が

一
番
い
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。

母
は
、
脳
梗
塞
で
、
病
院
で
預
か
っ

て
も
ら
え
な
い
症
状
で
、
だ
れ
が
見

る
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

人
生
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

学
校
の
先
生
で
す
か
ら
、
子
供
た
ち

の
前
で
い
ろ
ん
な
立
派
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
や
め
て
か
ら

は
、
一
人
の
お
じ
さ
ん
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
目
の
前
の
自
分
が
も
う
誰

だ
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

母
親
の
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
手
の
ひ
ら
を
返
す
な
ど
と
言
う

も
の
と
わ
け
が
違
い
ま
す
。
も
う
、

全
く
違
う
人
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

確
か
に
ビ
ビ
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ

れ
が
す
ご
い
勉
強
で
し
た
。

ま
ず
、
学
ん
だ
こ
と
は
、
人
間
は
、

必
ず
歳
を
と
る
ん
だ
、
必
ず
衰
え
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
番
素
晴

ら
し
い
若
者
は
、
や
が
て
自
分
は
老

い
る
の
だ
、
今
は
た
ま
た
ま
若
い
だ

け
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
る
の
を
本
当
の
素
晴
ら
し
い
若
者

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
若

さ
と
い
う
の
は
た
ま
た
ま
で
す
。
で

す
か
ら
全
く
の
偶
然
で
、
若
い
だ
け

で
い
つ
ま
で
も
若
い
の
で
は
な
い
。

自
分
だ
け
が
若
い
の
で
は
な
い
と
。

尾
道
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

八

ッ

塚

実

先

生

「
さ
あ
今
日
か
ら
始
ま
る

自
分
デ
ザ
イ
ン
」
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例
外
な
く
人
間
の
仲
間
み
ん
な
歳
を

と
る
。
そ
れ
を
知
っ
て
、
な
る
が
ゆ

え
に
、
た
ま
た
ま
の
こ
の
若
い
日
が

大
事
に
で
き
た
ら
と
い
う
風
に
思
う

の
が
本
当
に
生
き
る
力
を
も
っ
た
人

の
若
さ
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
う
の
で
す
。

●
「
七
三

0
0」
の
朝

「
七
三

0
0」
、
人
生
の
中
に
は
、

い
ろ
ん
な
数
字
が
登
場
し
て
き
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
二
十
年
間
に
迎
え
た

朝
の
数
で
す
。
こ
の
う
ち
一
回
で
も

目
が
覚
め
な
い
朝
が
あ
っ
た
ら
僕
た

ち
は
生
き
て
い
け
な
い
。
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
眠
り
か
ら
目
覚
め

る
力
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
。
八
十
八
年
生
き
た
僕

の
母
は
僕
の
手
の
中
で
、
も
う
、
目

を
覚
ま
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
深
い
眠

り
に
入
っ
て
そ
の
ま
ま
で
す
。
死
と

は
目
覚
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
眠
り

と
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

勉
強
で
き
ま
し
た
。
僕
は
、
こ
の
皆

さ
ん
方
を
お
祝
い
す
る
に
あ
た
っ
て

「
七
三

0
0回
の
目
覚
め
」
に
こ
だ
わ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
今
朝
、
朝
目
が

覚
め
た
と
き
、
ま
ず
、
何
を
思
っ
た

か
、
恐
ら
く
ひ
と
り
ひ
と
り
み
ん
な

違
っ
た
は
ず
で
す
。
僕
は
、
今
朝
目

が
覚
め
た
時
、
ま
ず
思
い
ま
し
た
。

生
き
て
目
が
覚
め
た
、
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
。
昨
日
も
、
一
昨
日
も
、
こ

こ
何
年
来
、
朝
目
が
覚
め
る
度
に
そ

う
い
っ
て
言
ま
す
。
実
は
、
朝
目
が

覚
め
る
時
、
そ
う
い
っ
た
ら
本
当
に

一
日
が
輝
く
ん
だ
と
教
え
て
く
れ
た

の
は
、
古
い
卒
業
生
で
す
。
彼
は
、

僕
の
担
任
で
、
彼
の
お
母
さ
ん
か
ら

も
、
激
し
い
運
動
を
さ
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
せ
い
ぜ
い
生
き
る
こ
と
が

で
き
た
と
し
て
も
、
十
七
年
で
す
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
彼
が
中
学
校

三
年
生
の
時
、
校
内
行
事
の
五
十
メ
ー

ト
ル
走
の
競
技
に
出
る
と
い
っ
て
名

前
を
書
き
ま
し
た
。
教
室
は
一
瞬
ざ

わ
め
き
ま
し
た
。
彼
は
義
務
教
育
の

九
年
間
、
何
も
し
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。
だ
か
ら
今
年
だ
け
は
出
し
て

く
だ
さ
い
。
僕
は
、
君
の
気
持
ち
は

よ
く
わ
か
る
。
で
も
、
そ
の
結
果
、

ど
う
な
る
か
は
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ

う
な
。
出
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
理

解
で
き
る
。
そ
の
気
持
ち
を
実
現
す

れ
ば
大
変
な
こ
と
が
起
こ
る
。
ど
っ

ち
が
重
要
か
っ
て
了
解
で
き
る
賢
さ
っ

て
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
諭
し
ま
し
た
。

彼
は
名
前
を
消
す
と
机
に
顔
を
伏
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
は
卒
業
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
十
七
歳
の
夏
、
彼

が
倒
れ
た
と
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

彼
は
、
七
時
間
に
及
ぶ
手
術
の
結
果
、

助
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
が

三
十
歳
に
な
っ
た
の
を
記
念
し
て
、

同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

彼
が
、
先
生
、
朝
目
が
覚
め
た
時
感

謝
し
て
る
か
っ
て
い
い
ま
し
た
。
こ

の
時
以
来
で
す
。
学
校
と
い
う
と
こ

ろ
は
、
沢
山
の
条
件
を
背
負
っ
た
若

者
た
ち
が
、
先
生
に
教
え
て
く
れ
る

と
こ
ろ
だ
。
皆
さ
ん
「
七
三

0
0
回」

生
き
て
目
が
覚
め
た
、
だ
か
ら
今
、

成
人
式
を
迎
え
て
い
る
の
で
す
。
感

動
的
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
人
間
の
一

生
を
長
さ
で
表
現
す
る
の
は
単
純
す

ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
命
は
体
に

宿
っ
て
い
る
生
命
だ
け
で
は
な
い
。

心
に
宿
っ
て
い
る
「
い
の
ち
」
、
体
の

元
気
さ
を
、
生
き
さ
し
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
を
有
り
難
が
る
こ
と
の
で

ぎ
る
力
。
す
ご
い
で
す
ね
。
そ
れ
を

成
人
式
の
日
に
自
分
の
胸
に
吸
え
込

む
よ
う
に
入
れ
る
。
素
敵
な
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

●
自
分
デ
ザ
イ
ン

野
球
の
野
茂
選
手
が
、
ア
メ
リ
カ

の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
い
く
時
、
散
々

な
こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
に
い
わ
れ
ま
し

た
。
い
ざ
、
行
っ
て
み
る
と
、
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム
も
や
っ
て
の
け
ま

し
た
。
野
茂
選
手
は
今
の
自
分
を
デ

ザ
イ
ソ
し
た
ん
だ
よ
。
俺
は
、
俺
の

人
生
を
生
き
る
と
。
こ
れ
は
誰
に
も

で
き
や
し
な
い
。
何
を
い
わ
れ
よ
う

が
平
気
だ
よ
、
こ
の
凄
さ
だ
よ
。
も

う
ダ
メ
だ
よ
ー
。
俺
、
あ
ん
な
風
に

目
茶
苦
茶
い
わ
れ
た
ん
な
ら
生
き
て

い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
言
う
受
け

止
め
を
し
、
解
決
す
る
や
り
方
と
、

い
く
ら
で
も
言
え
、
ま
だ
足
り
な
い

ょ
、
も
う
ち
ょ
っ
と
言
っ
た
っ
て
俺

は
平
気
だ
ぜ
、
負
け
な
い
。
こ
の
凄

さ
だ
ね
。
実
は
、
い
じ
め
と
差
別
と

か
っ
て
い
わ
れ
る
も
の
は
、
す
べ
て
、

負
け
な
い
と
い
う
強
さ
で
し
か
解
決

で
き
な
い
し
、
そ
の
強
さ
を
も
っ
て

い
る
人
に
対
し
て
、
む
し
ろ
悪
口
は

応
援
歌
な
ん
で
す
。

さ
あ
、
新
し
い
成
人
た
ち
は
自
分

を
ど
う
デ
ザ
イ
ソ
す
る
ん
で
し
ょ
う

ら

0
ヵ

●
「
ら
し
い
」
、
「
ら
し
く
な
い
」

世
の
中
に
は
、
「
ら
し
い
」
、
「
ら

し
く
な
い
」
、
そ
れ
ら
し
い
こ
と
、

そ
れ
ら
し
く
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
例
え
ば
、
い
じ
め
に
し
て
も
、

い
じ
め
を
な
く
し
よ
う
と
言
っ
た
ら
、

「
ら
し
い
」
で
、
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら

ぶ
ち
壊
せ
よ
と
行
っ
た
ら
「
ら
し
く

な
い
」
ん
で
す
。
僕
は
、
相
当
に
「
ら

し
く
な
い
」
と
人
が
簡
単
に
言
い
そ

う
な
こ
と
を
、
例
え
、
ら
し
く
な
く

て
も
こ
れ
だ
っ
て
言
う
タ
イ
プ
の
人

間
な
ん
で
す
。
だ
け
ど
世
の
中
は
、

す
べ
て
「
ら
し
い
」
ほ
う
で
安
直
に
す

ぐ
、
「
ら
し
い
」
ほ
う
で
あ
り
ま
す
か

ら
僕
も
失
敗
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

僕
は
、
講
演
で
全
国
を
回
り
ま
す
。

北
海
道
へ
行
っ
た
時
、
キ
タ
キ
ツ
ネ

が
い
た
の
で
、
自
動
車
を
と
め
て
も

ら
い
、
餌
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
時
、

運
転
し
て
い
た
人
が
、
キ
タ
キ
ツ
ネ

を
蹴
っ
て
、
山
へ
追
い
や
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
現
場
の
教
員
時
代
に
は

そ
う
し
て
い
た
の
に
。
中
学
生
に
は
、

生
き
て
い
く
の
は
、
「
強
さ
」
だ
と
言
っ

て
い
た
の
に

●
「自
即
」「
他
印
」
と
「依
郡
」「
、
隣
芭

僕
の
高
校
時
代
の
国
語
の
先
生
に
、

人
が
作
っ
た
言
葉
を
覚
え
る
こ
と
も

大
切
だ
け
ど
、
意
味
が
あ
っ
て
い
る

の
な
ら
と
、
言
っ
て
く
れ
た
先
生
が

い
て
、
そ
れ
以
来
、
い
ろ
ん
な
こ
と

ば
を
作
っ
て
い
ま
す
。
「
叱
る
」
と
言

じ

し

っ

た

し
つ

う
字
で
「
自
叱
」
、
「
他
叱
」
と
呼
び
ま

し
ょ
う
か
。
二
十
歳
に
な
る
ま
で
は
、

他
者
が
叱
っ
て
く
れ
た
。
成
人
の
日

は
厳
し
く
自
分
を
叱
る
こ
と
を
始
め

（
 

る
こ
と
。
自
分
自
身
を
デ
ザ
イ
ソ
す

る
こ
と
な
の
で
す
。

僕
が
中
学
生
時
代
「
深
く
物
事
を

考
え
る
。
」
と
言
う
こ
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
と
先
生
に
尋
ね
ま
し

た
。
先
生
は
「
自
問
自
答
」
を
繰
り
返

す
こ
と
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

じ

し
つ

「
自
叱
」
す
る
こ
と
が
自
分
を
「
デ
ザ

イ
ソ
」
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

「
体
温
」
と
い
う
言
葉
に
「
心
温
」
と

言
う
言
葉
を
作
り
ま
し
た
。
心
の
温

度
。
普
通
の
心
音
は
普
通
の
人
間
な

ん
だ
か
ら
頑
張
る
よ
と
言
う
の
が
適

温
だ
と
考
え
ま
す
。
過
熱
す
ぎ
る
と

心
の
温
度
が
高
す
ぎ
る
と
具
合
が
悪

い
。
自
分
が
自
分
を
叱
る
、
心
に
も

温
度
が
あ
る
。
説
得
す
る
時
他
者
が

説
得
し
て
く
れ
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

自
分
が
自
分
を
説
得
す
る
時
、
こ
れ

が
輝
く
自
分
作
り
に
な
る
。

•
最
後
に

鮭
は
海
か
ら
川
に
登
る
時
、
真
水

に
慣
れ
て
か
ら
川
を
上
り
ま
す
。
体

制
を
整
え
て
か
ら
で
す
。
思
春
期
、

中
、
高
生
は
社
会
人
と
し
て
、
体
制

を
整
え
る
時
代
で
あ
る
。

成
人
式
お
め
で
と
う
。
「
七
三
〇

0
回
」
の
朝
が
あ
っ
た
ん
だ
か
ら
、

そ
れ
だ
け
の
成
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

、0し最
後
に
、
先
生
は
自
著
の
中
か
ら
、

お
母
さ
ん
を
看
病
し
て
い
る
時
の
一

節
を
読
み
上
げ
て
講
演
を
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。
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第
十
六
回
健
康
マ
ラ
ソ
ソ

大
会
、
第
十
七
回
駅
伝
大
会

を

一
月
十
九
日
（
日
）
、
肱
川

中
学
校
グ
ラ
ウ
ソ
ド
で
開
催

し
ま
し
た
。
イ
ソ
フ
ル
エ
ソ

ザ
の
流
行
で
、
小
中
学
生
の

参
加
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

健
康
マ
ラ
ソ
ソ
に
約
百
二
十

名
の
参
加
が
あ
り
、

一
・
ニ
・

四
km
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

自
分
の
体
力
に
応
じ
た

ペ
ー

ス
で
走
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
伝
大
会
に
は
、

男
子
の
部
、
女
子
の
部
、

一

般
の
部
あ
わ
せ
て
二
十
七
チ
ー

ム
が
参
加
、
沿
道
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
力
走
し
て
い

ま
し
た
。

一
般
の
部
で
は
、
中
学
生

と
同
じ
ペ
ー
ス
で
走

っ
て
い

て
、
途
中
か
ら
つ
い
て
い
け

な
く
な
る
選
手
も
い
て
、
日

頃
の
運
動
不
足
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
大
会
に
出
場

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
部
の
参

加
も
あ
り
、
町
内
の
レ

ベ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば
最
高

で
す
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

I 

1...-
J 

f
枷
鳴，iし

/‘.,} 

・

ー

ー

i
曇

駅伝一般の部上位チーム ゴールした友だちを囲んで

1 kmコース
第16回健康マラソン大会

2kmコース
!I韮 小学生以下 小学生男子 小学生女子

1 冨永さやか 和気ひろあき 沖野あやか

2 沖永ゆうと

3 沖永まどか

l応 小学生以下 小学生男子 小学生女子

1 高田りえこ 土居I まさや 西本かおる

2 松本けんご 片山ひろし 山下さいか

3 松本なおや 冨永あきひろ 出水あさみ

4kmコース
II五 小学生男子 小学生女子 中学生男子 中学生女子 高校女子 一般男子

1 高橋としお 三瀕るみこ 立花 E 自士Jじヽ 上田 節子 上田 愛子 村本 知律

2 滝野し ょうた 冨永かおり 今 井 月--し）̂1 沖野 由香 河野 蓋

3 西本こうじ 井上ゆかり 山下 翼 安川 明穂 宮本信 二 郎

●総合順位
第 17回 肱川駅伝大会

男 子 の 部 女 子 の 部 般 の 部

1 位 肱中野球 A( 58分24秒） 肱中バレー A (1時間06分15秒） 内子アリラソ（ 59分09秒）

2 位 肱中テニス B( 59分21秒） 内子レディース (1時間07分14秒） 消防川上支署 (1時間01分01秒）

3 位 肱中野球 B (1時間00分14秒） 肱中テニス A (1時間08分43秒） 赤岩橋 SB (1時間05分26秒）

●区間

賞

男 子 の 部 女 子 の 部 般 の 部

1 区 藤田 吉史（肱中テニスB) 大西 智子（肱中バレーA) 柴田 徳男（内子アリラソ）

2 区 安川 俊平（肱川分校A) 堀井 千栄（肱中テニスA) 渡辺 心士（赤岩橋 SB)

3 区 9 晶-氷‘ 優（肱中野球A) 北）II 暁子（肱中テニスA) 岡本 只則（内子アリラ ソ）

4 区 宮岡 寿和（肱中野球 C) 松原登志子（内子レディース） 熊野 栄治（正 山）

5 区 清水 鉄平（肱中野球A) 森 さゆり（肱中バレーA) 星野 進（内子アリラソ）

6 区 玉井 真一（肱中野球 D) 長岡 文子（内子レディース） 川上 弘 二 （消防川上支署）
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明
老
大
学
を
八
月
よ
り
開
催
し
て

い
ま
す
。
楽
し
く
学
ん
で
、
体
を
動

か
し
て
も
ら
お
う
と
計
画
し
て
い
る

も
の
で
す
。
今
年
は
八
月
よ
り
三
月

ま
で
の
月
一
回
、
計
八
回
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
午
前
中
、
は

が
き
絵
と
バ
ソ
ト
ッ
ク
社
会
教
育
指

導
員
の
講
話
、
午
後
か
ら
は
、
前
回

に
引
き
続
き
、
陶
芸
教
室
の
絵
付
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
前
回
は
、
皿

等
の
型
づ
く
り
で
し
た
。
先
生
は
、

長
浜
町
の
窪
幸
二
先
生
で
す
。
一
度

先
生
が
作
品
を
と
っ
て
帰
り
、
乾
燥

さ
せ
、
再
び
絵
つ
け
に
持
っ
て
来
て

も
ら
い
ま
し
た
。
筆
で
の
絵
つ
け
は
、

難
し
い
よ
う
で
苦
労
を
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
再
び
、

窪
先
生
が
持
っ
て
帰
ら
れ
、
窯
で
焼

い
て
も
ら
っ
て
次
回
ま
で
に
と
ど
け

て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
十
一
月
に
は
、
町

外
研
修
で
、
五
十
崎
町
の
手
す
き
和

紙
、
凧
博
物
館
、
内
子
町
の
町
並
み

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
を
動

か
す
こ
と
も
行
っ
て
お
り
、
グ
ラ
ソ

ド
ゴ
ル
フ
を
十
月
に
、
二
月
に
は
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

ド
を
行
う
予
定
で
す
。
健
康
管
理
に

も
十
分
気
を
つ
か
っ
て
お
り
、
講
座

が
始
ま
る
前
に
は
血
圧
測
定
も
行
っ

て
い
ま
す
。

残
す
と
こ
ろ
二
回
と
な
り
ま
し
た

絵付けに挑戦

』

バントック指導員の話を聞く

が
み
な
さ
ん
楽
し
ん
で
学
ん
で
く
だ

さ
い
。

楽
し
く
学
ん
で
体
を
動
か
し
て

朗
惑
大
学
只
今
開
輯
印 J.,＇し

気
ま
ぐ
れ

・
気
ま
ぐ
れ
な
風
に
落
ち
葉
が
遊
ん
で
る

・
気
ま
ぐ
れ
は
性
分
だ
け
ど
直
ら
な
い

・
気
ま
ぐ
れ
な
子
供
未
来
図
描
け
な
い

．
続
か
な
い
気
ま
ぐ
れ
だ
っ
た
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

・
子
供
ら
が
福
の
神
様
連
れ
て
き
た

•
福
の
神
貧
乏
神
も
共
に
好
き

・
健
康
が
何
よ
り
私
幸
福
よ

•
福
引
の
た
だ
一
本
の
大
当
た
り

・
銭
の
運
少
し
分
け
て
よ
福
の
神

あ
っ
渡
り
鳥
み
つ
け
た

中
野
小
学
校
緑
の
少
年
隊
の
小
学

校
五
年
生
七
名
が
、
一
月
二
十
八
日
、

午
後
、
鹿
野
川
湖
で
野
鳥
観
察
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
雪
混
じ
り
の

雨
で
肌
寒
く
、
観
察
に
は
悪
条
件
で

し
た
が
み
ん
な
も
の
と
も
せ
ず
、
肱

川
L
.
M
．
バ
ー
ド
の
人
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、
双
眼
鏡
で
野
鳥
を
観
察

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
観
察
で
き

た
の
は
、
ま
が
も
二
千
羽
、
子
が
も

四
百
三
十
二
羽
、
か
る
が
も
三
百
四

十
三
羽
、
と
も
え
が
も
二
十
二
羽
、

よ
ー
が
も
三
十
六
羽
、
お
し
ど
り
―――

千
二
百
十
八
羽
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
お
し
ど
り
の
飛
来
が
少
な

い
よ
う
だ
。
三
月
上
旬
に
は
、
北
へ

向
か
っ
て
旅
立
つ
と

L
.
M
．
バ
ー

ド
の
会
員
の
人
の
説
明
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。
町
内
に
住
ん
で
い
て
も
、

鹿
野
川
ダ
ム
に
た
く
さ
ん
の
渡
り
鳥

が
や
っ
て
来
る
こ
と
を
町
内
で
は
意

外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
の

ア

る

闊

抑

つ
り
は
し
よ
り

．．．．．．．． 

中
野
小
学
校

i

:~ 住
ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
を
学
ぶ
。

i

ふ
る
さ
と
再
発
見
に
な
っ
た
の
で
は
~

な
い
で
し
ょ
う
か
。

烹た~
も
~

ど
~
子
i

の
~

野
~

中
~

<~ 
聞
~

を
~

明
~
説
i

＿om 
ネ・
鬼
は
外
福
は
内
だ
と
豆
を
ま
ぎ

•
福
も
苦
も
長
年
生
き
て
知
ら
さ
れ

、．`

町
内
の
小
学
校
の
学
芸
会
が
す
べ

て
終
わ
っ
た
。
学
校
は
五
日
制
の
試

行
で
時
間
が
減
っ
て
も
年
間
の
定
め

ら
れ
た
授
業
時
数
は
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

練
習
を
行
っ
た
り
、
舞
台
装
置
の
準

備
な
ど
苦
労
の
程
が
し
の
ば
れ
る
。

▲
教
育
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生

涯
教
育
も
そ
う
で
あ
る
が
学
校
教
育

も
確
固
た
る
目
標
が
あ
り
、
そ
の
ね

ら
い
が
学
芸
会
の
劇
に
も
現
れ
る
。

「
環
境
を
守
ろ
う
」
「
弱
い
立
場
の
者

に
は
親
切
に
」
「
友
だ
ち
を
い
じ
め

な
い
よ
う
に
」
な
ど
：
・
・
:
。
▲
児
童

の
演
技
は
さ
わ
や
か
で
、
今
の
子
ど

も
た
ち
は
舞
台
で
そ
れ
程
あ
が
ら
ず
、

の
び
の
び
と
や
っ
て
い
る
と
い
う
印

象
が
強
い
。
こ
こ
に
は
い
ま
学
校
教

育
の
目
標
の
一
っ
で
あ
る
「
自
己
表

現
力
」
や
「
行
動
で
ぎ
る
子
」
と
い
う

ね
ら
い
か
ら
、
日
頃
よ
り
み
ん
な
の

前
で
発
言
し
た
り
発
表
し
て
い
る
効

果
が
表
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
こ

と
が
大
人
に
な
っ
て
の
会
合
で
自
分

の
考
え
を
堂
々
と
述
べ
た
り
、
他
人

の
意
見
を
聞
け
る
人
と
な
っ
て
公
平

な
会
議
、
民
主
的
社
会
に
つ
な
が
る

こ
と
と
な
る
。
▲
と
こ
ろ
で
日
本
の

教
育
の
指
針
と
な
る
中
央
教
育
審
議

会
の
意
見
を
み
る
と
「
今
や
教
育
を

学
校
に
だ
け
期
待
し
て
は
い
け
ず
、

家
庭
が
充
分
な
役
割
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
お

互
い
世
界
に
目
を
向
け
、
社
会
を
鋭

く
観
察
し
な
が
ら
、
わ
が
家
で
何
を

し
つ
け
る
べ
き
か
を
考
え
、
実
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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今
年
の
冬
は
、
非
常
に
雪
が
沢
山

降
り
ま
せ
ん
？
や
は
り
、
カ
メ
虫
君

（
通
称
ジ
ャ
ク
ジ
と
か
ジ
ャ
ッ
キ
ー

な
ど
と
呼
ぶ
方
も
し
ば
し
ば
）
の
大

氾
濫
の
せ
い
で
し
ょ
ー
か
。
さ
て
さ

て
、
ご
愛
読
の
皆
さ
ん
方
！
雪
降
る

こ
の
季
節
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
な
ど
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
さ

れ
る
方
は
喜
ん
で
い
る
で
し
ょ
ー
が
、

車
を
運
転
す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
難
儀

な
季
節
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
も
家
の

中
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
は
勿
体
な
い
。
車
を

上
手
に
使
っ
て
外
へ
遊
び
に
行
き
ま

し
ょ
ー
。
今
月
は
A
S
U
K
A
,
M

A
C
H
ー
N

E
大
特
集
と
題
し
ま
し

て
、
車
の
上
手
な
使
い
方
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
ー
。

総国證隠

青年団だより-------

令
年
は
非
常
に
雪
が
多
い
ぞ
！

雪
道
を
上
手
く
ク
リ
ア
し
よ
う
。

昨
年
の
十
二
月
一
日
の
大
雪
に
は

度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。
一
月
末
に

も
こ
れ
ま
た
沢
山
積
も
り
ま
し
た
。

道
路
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
車
が
く

る
リ
ソ
。
い
や
ー
、
非
常
に
危
険
で

ご
ざ
い
ま
す
。
早
朝
の
路
面
凍
結
な

ど
は
最
悪
。
私
の
車
は
フ
ル
タ
イ
ム

4
W
D
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
四

輪
装
着
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
オ
ー
バ
ー

ス
ピ
ー
ド
で
カ
ー
ブ
に
進
入
、
見
事

に
ス
ピ
ソ
を
ご
披
露
し
た
次
第
で
す
。

さ
て
、
こ
の
最
悪
路
を
ど
の
様
に
克

服
し
よ
う
か
が
今
回
の
課
題
。
そ
の

-
「
足
元
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す

か
？
」
・
・
・
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
の
方
は

大
変
で
ご
ざ
い
ま
す
。
滑
り
止
め
の

ご
用
意
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
方
は
ご
安
心
で
し
ょ

う
が
、
油
断
は
禁
物
。
路
面
状
態
に

よ
っ
て
は
痛
い
目
に
遭
い
ま
す
。
チ
ェ
ー

ソ
の
方
、
ま
め
な
着
脱
ご
苦
労
様
で

す
。
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

そ
の
二
「
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ソ
ド

ル
、
フ
ル
ア
ク
セ
ル
は
ダ
メ
9
.
」：・

路
面
に
雪
が
あ
る
下
り
坂
、
非
常
に

恐
怖
感
を
覚
え
ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
を

踏
む
な
と
言
わ
れ
て
も
車
は
加
速
し

て
行
き
ま
す
。
や
は
り
早
め
の
ギ
ア

チ
ェ
ソ
ジ
（
シ
フ
ト
ダ
ウ
ソ
）
を
心
掛

け
ま
し
ょ
ー
。
カ
ー
ブ
の
途
中
の
ブ

レ
ー
キ
操
作
や
ギ
ャ
チ
ェ
ソ
ジ
も
危

険
で
す
。
ハ
ソ
ド
ル
は
進
行
方
向
に

切
っ
て
い
て
も
車
は
希
望
の
方
向
に

:
 

向
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
上
り
坂

の
カ
ー
プ
の
途
中
で
の
フ
ル
ア
ク
セ

ル
も
止
め
ま
し
ょ
う
。
対
向
車
に
ボ

デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
一
発
食
ら
い
ま
す
。

そ
の
三
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
」
：
・

普
段
は
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
状
況
に

応
じ
て
チ
ェ
ー
ソ
を
装
着
す
る
方
、

軍
手
に
タ
オ
ル

2
,
3
枚
は
常
に
携

帯
し
て
お
く
べ
し
。
そ
れ
に
贅
沢
を

言
え
ば
汚
れ
て
も
良
い
上
着
に
腕
抜

き
ゴ
ム
手
袋
が
あ
れ
ば
最
高
で
す
。

タ
イ
ヤ
の
裏
側
に
戸
惑
い
な
く
手
を

回
せ
る
人
は
装
着
も
時
間
が
掛
か
り

ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
方
は
ジ
ャ
ッ

キ
ア
ッ
プ
を
お
勧
め
し
ま
す
。
最
近

の
チ
ェ
ー
ソ
は
装
着
し
や
す
く
な
っ

て
は
い
ま
す
が
簡
単
に
は
い
ぎ
ま
せ

ん
。
冬
が
来
る
前
に
着
脱
の
練
習
を

し
て
お
く
こ
と

が
ベ
ス
ト
で
す
。

と
に
か
く
、

安
全
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
ー
。

と
く
に
大
雪
の

日
は
歩
行
者
に

も
要
注
意
。
雪

で
人
が
歩
く
と

こ
ろ
も
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
：
・・:0

今
や
車
の
オ
ー
デ
ィ
オ
も
進
ん
で

参
り
ま
し
た
。
車
の
中
は
は
っ
き
り

言
っ
て
自
由
空
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
人
も
あ
れ
ば
、

テ
ー
プ
、

C
D
、

M
D
等
様
々
な
も

の
が
車
の
中
で
聞
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
て
、
今
回
車
の
オ
ー
デ
ィ

オ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
が
、
テ
レ

ビ
（
以
下

T
V
)
で
ご
ざ
い
ま
す
。

T

＞
も
日
進
月
歩
の
勢
い
で
進
化
し
て

お
り
ま
す
。
以
前
の
力

l
T
V
は
ブ

ラ
ウ
ソ
管
型
の
で
っ
か
い
物
を
難
儀

し
て
車
に
積
み
込
み
ま
し
た
。
当
然
、

場
所
も
取
り
ま
す
し
運
転
席
か
ら
の

視
界
も
悪
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

最
近
で
は
画
面
も
液
晶
に
な
り
薄
型

の
T
V
が
登
場
し
ま
し
た
。
薄
型

T

＞
は
場
所
を
選
び
ま
せ
ん
。
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
の
上
に
貼
り
付
け
た
り
し
て

非
常
に
見
え
や
す
い
位
置
に
自
由
に

取
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

T
V
の
音
声
も
以
前
は

T
V
の
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
流
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
非
常
に
音
が
悪
い
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
が
、
最
近
の
物
は
音
声
を
ラ
ジ

オ
の

F
M
電
波
で
飛
ば
し
、
カ
ー
ス

テ
レ
オ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
よ
り
音
が
聞

こ
え
ま
す
の
で
、
と
て
も
深
み
の
あ

る
音
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
で
カ
ー

T
V
も
安
泰
か
と
思
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
車
の
衝

突
時
に
開
く
エ
ア
バ
ッ
グ
装
着
車
が

増
え
て
参
り
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す

車
中
で
の
音
楽
に
飽
き
た
人
。

T
V
で
も
つ
け
て
み
た
ら
。

戸炉5

と
、
車
が
衝
突
し
た
瞬
間
に
エ
ア
バ
ッ

グ
が
開
き
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
な
ど
に
取
り
付
け
て
い

た
カ
ー

T
V
が
飛
び
込
ん
で
く
る
恐

れ
も
出
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
登

場
し
た
の
が
イ
ソ
ダ
ッ
シ
ュ

T

V
と

言
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

T

V
は
カ
ー
ス
テ
レ
オ
が
取
付
け
て
い

る
位
置
に

T

V
の
本
体
が
す
っ
ぽ
り

入
り
ま
す
。
一
見
「

T

V
は
ど
こ
な

の
か
な
ー
」
と
思
う
の
で
す
が
、
ボ

タ
ソ
―
つ
で
画
面
が
中
か
ら
出
て
る

出
て
く
る
。
そ
し
て
我
々
の
前
に
起

き
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
。
イ
ヤ
ー

驚
き
の
連
発
で
ご
ざ
い
ま
す
。
カ
ー

オ
ー
デ
イ
オ
も
こ
こ
ま
で
き
た
か
と

言
う
時
代
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
以
前
に

T

V
で
ナ

イ
ト
ラ
イ
ダ
ー
と
言
う
番
組
を
や
っ

て
い
ま
し
た
が
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

主
人
公
マ
イ
ケ
ル
が
ナ
イ
ト

2
0
0

0
と
言
う
車
に
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
車
が
何
と
喋
る
の
で
す
。
主
人

公
が
車
に
乗
り
ま
す
と
「
や
ぁ
、
マ

イ
ケ
ル
お
は
よ
う
。
今
朝
は
顔
色
が

悪
い
ね
」
と
か
、
「
昨
日
の
助
手
席
に

乗
せ
た
娘
は
こ
の
前
に
乗
せ
た
娘
と

違
う
け
ど
だ
れ
だ
い
」
な
ん
て
や
っ

て
い
る
の
で
す
。
恐
ら
く
そ
ん
な
車

が
発
売
さ
れ
る
時
代
が
や
っ
て
く
る

で
し
ょ
ー
。
い
や
ー
、
便
利
と
言
う

か
不
気
味
と
言
う
か
、
そ
ん
な
世
の

中
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、
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安
全
運
転
を

平
成
四
年
頃
で
し
ょ
ー
か
、
カ
ー

ナ
ビ
な
ん
て
物
が
こ
の
世
に
登
場
し

て
参
り
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
機
械

に
飛
び
付
い
た
人
は
沢
山
お
り
ま
し

た
が
、
カ
ー
ナ
ビ
の
画
面
は
平
面
地

図
な
の
で
、
複
雑
な
交
差
点
や
立
体

交
差
等
は
わ
か
り
に
く
い
と
か
、
地

図
上
に
目
印
の
建
物
や
施
設
な
ど
が

乏
し
い
と
か
、
新
し
い
ソ
フ
ト
(
C

D
I
R
O
M
)
を
買
っ
て
カ
ー
ナ
ビ

に
装
着
し
て
も
一

0
0％
機
能
が
働

か
な
い
な
ど
な
ど
、
ご
不
満
の
声
ば

か
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
の
カ
ー
ナ
ビ
は
非
常
に
賢
く
な
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
雑
誌
の
カ
ー

ナ
ビ
特
集
な
ど
を
開
い
て
み
ま
す
と
、

色
々
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
実
際
の

所
ど
う
な
の
で
し
ょ
ー
か
、
某
カ
ー

用
品
専
門
店
の
方
に
聞
い
て
み
ま
し

た
。
「
最
近
の
カ
ー
ナ
ビ
は
良
く
で

き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
画
面
上
の

複
雑
な
交
差
点
や
立
体
交
差
等
は
、

立
体
感
を
出
し
た
画
面
で
見
れ
ま
す

し
、
新
し
い
ソ
フ
ト
に
対
し
て
も
バ
ー

ジ
ョ
ソ
ア
ッ
プ
の
機
能
が
付
い
て
お

り
ま
す
。
目
的
地
へ
の
ル
ー
ト
検
索

も
住
所
は
当
然
の
こ
と
、
五
十
音
検

索
、
T
E
L
番
号
検
索
、
ジ
ャ
ソ
ル

別
検
索
な
ど
豊
富
で
す
。
ま
た
V
I

C
S
フ
ル
対
応
の
も
の
が
主
流
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
」
と
の
事
。
そ
れ
で

は
、
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
カ
ー
ナ
ビ
が

お
勧
め
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

「
一
番
は
皆
さ
ん
の
ご
予
算

知

ら

な

い

道

も

口

が

大

事

で

す

。

一

喜

段

が

カ

ー

ナ

ビ

が

あ

れ

ば

大

丈

夫

高

い

の

が

良

い

と

は

限

り

ま

せ
ん
。
各
メ
ー
カ
ー
と
も
長

所
・
短
所
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

ど
の
辺
り
で
妥
協
を
す
る
か
と
言
う

事
で
は
な
い
で
し
ょ

ー
か
。
し
い
て

言
え
ば
、
ア
ル
パ
イ
ソ
の
V
I
C
S

0
5
5
シ
リ
ー
ズ
で
は
な
い
で
し
ょ
ー

か
。
少
々
お
値
段
は
高
く
な
り
ま
す

が：．
0

」
な
る
ほ
ど
。
さ
て
、
先
程

か
ら
”
>
I
C
S
“
と
い
う
言
葉
を

良
く
聞
き
ま
す
が
何
で
し
ょ
う
か
。

「
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の

略
称
で
す
。
内
容
は
、
①
道
路
交
通

情
報
が
常
に
無
料
で
判
り
ま
す
。
②

カ
ー
ナ
ビ
が
情
報
の
端
末
に
な
り
ま

す
。
③
情
報
は
、

F
M
多
重
放
送
、

光
ビ
ー
コ
ソ
、
電
波
ビ
ー
コ
ソ
の
三

つ
の
方
式
か
ら
受
信
し
、
情
報
の
表

示
レ
ベ
ル
も
文
字
表
示
、
図
形
表
示
、

地
図
上
表
示
と
三
段
階
に
な
っ
て
い

ま
す
。
④
情
報
内
容
は
、
渋
滞
や
事

故
、
交
通
障
害
、
臨
時
規
制
、
駐
車

場
や
S
A
.
P
A
な
ど
の
満
車
、
空

車
状
況
な
ど
。
⑤
い
ま
話
題
の
見
え

る
ラ
ジ
オ
も
T
V
画
面
で
見
る
こ
と

が
可
能
。
非
常
に
便
利
で
す
が
、
V

I
C
S
は
愛
媛
県
で
は
使
用
が
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
、
東
京
圏
と
大
阪
圏

。

＇ ／ 

の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
言

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
て
、

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
言
う
事
で
、

ア
ル
パ
イ
ソ
の
V
I
C

S

0

5

5

シ
リ
ー
ズ
を
装
着
し
て
い
る
車
を
取

材
し
ま
し
た
。
編
集
部
員
（
以
下
部

員
）
•
•

•

そ
れ
で
は
早
速
カ

ー

ナ
ビ
を

使
っ
て
今
か
ら
言
う
お
店
を
案
内
し

て
下
さ
い
。
松
山
市
に
あ
る
”
ゆ
う

ゅ
う
亭
“
を
お
願
い
し
ま
す
。
現
在

地
は
肱
川
町
役
場
前
で
す
。

カ
ー
ナ
ビ
持
主
A
さ
ん
（
以
下
A
)

．．． 

了
解
。
（
わ
ず
か

45
秒
で
検
索
終

了
）
あ
の

ー
、
そ
の
お
店
は
松
山
市

で
は
な
く
て
砥
部
町
で
は
：
．
o

部
員
：
え
っ
、
ホ
ソ
ト
？

A
:
・
・
:
T
E
L
番
号
が
0
8
9
9
5

7
8
9
8
8
で
す
よ
ね
。

部
員
：
・
ピ
ソ
ポ
ソ
、
正
解
ー
・イ
ヤ
ー
、

凄
い
で
す
ね
。
早
速
お
店
に
：
ー
。
お

や
っ
、
ナ
ビ
は
大
洲
経
由
で
案
内
し

て
い
ま
す
よ
。
遠
回
り
で
は
：
・
O

A
:
・…
心
配
ご
無
用
。
案
内
ル
ー
ト

を
離
れ
て
も
ご
覧
の
通
り
、
数
秒
で

別
ル
ー
ト
を
検
索
し
ま
す
。

部

員
：
脱
帽
で
ご
ざ
い
ま
す
。

A
:
·
:
•
お
店
に
電
話
で
予
約
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
か
。

部
員
：
•
そ
れ
で
は
私
の
携
帯
電
話
か

ら
「
ピ
・
ボ
・
パ
・
:
」
と
。

「
は
い
っ
。
ゆ
う
ゆ
う
亭
で
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
は
定
休
日
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
の
お
越
し
を
：
．
。
プ
ー
プ
ー

フ
ー
・
:
」

A
:
·
:
•
お
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

先
日
、
ビ
デ
オ
で
「
陽

の
あ
た
る
教
室
」
と
言
う

映
画
を
観
ま
し
た
。
物
語

は
あ
る
音
楽
家
が
高
校
教

師
と
な
り
子
供
嫌
い
の
せ

い
か
、
最
初
は
生
徒
と
の

相
性
が
合
わ
ず
気
乗
り
が

し
な
か
っ
た
が
音
楽
を
通

じ
て
生
徒
の
感
受
性
が
豊

か
に
な
る
教
師
生
活
が
生

甲
斐
に
な
る
。
時
に
彼
と

妻
の
間
に
二
世
が
誕
生
す

る
が
、
聴
覚
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ

て
き
た
。
生
徒
た
ち
と
は
打
解
け
る

が
我
が
子
と
は
上
手
く
い
か
な
い
生

活
が
続
く
。
年
月
が
過
ぎ
、
子
供
も

青
年
期
を
迎
え
る
。
相
変
わ
ら
ず
息

子
と
は
平
行
線
。
あ
る
き
っ
か
け
で

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
音
楽
会
を
ひ

ら
め
き
、
息
子
と
上
手
く
打
解
け
る
。

時
代
は
流
れ
、
教
育
の
中
で
芸
術

（
音
楽
、
美
術
、
演
劇
等
）
は
予
算
カ
ッ

ト
の
対
象
と
な
り
六
十
歳
と
な
っ
た

彼
は
退
職
を
迫
ら
れ
る
。
教
育
の
中

で
芸
術
の
大
事
さ
を
訴
え
る
が
焼
け

石
に
水
。
結
局
退
職
の
日
を
迎
え
る

が
、
今
ま
で
の
教
え
子
や
地
域
の
人
々

の
厚
い
ラ
ブ
コ

ー
ル
に
よ
っ
て
、
芸

術
の
重
要
性
が
今
一
度
見
直
さ
れ
る
。

と
い
う
お
話
。

さ
て
、
諸
君
。
こ
こ
で
何
が
大
事

か
と
言
う
と
、
芸
術
や
文
化
が
い
か

に
大
切
で
あ
る
と
言
う
事
で
は
：
．o

私
も
体
育
会
系
の
出
身
な
の
で
、
学

校
の
芸
術
の
授
業
は
格
好
の
サ
ボ
リ

の
時
間
で
し
た
。
し
か
し
社
会
に
出

る
と
、
そ
う
言
っ
た
セ
ソ
ス
の
な
さ

青年よ これで委員会！？

に
ひ
ら
め
き
が
悪
く
、
苦
労
し
ま
す
。

「
あ
の
時
、
本
の
一
冊
で
も
読
ん
で

お
き
ゃ
な
ー
。
」
な
ど
と
、
後
悔
ば

か
り
。
さ
て
映
画
の
中
で
何
故
芸
術

の
予
算
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。
私
が
考
え
る
に
、
最
近

の
若
者
は
芸
術
や
文
化
に
対
す
る
感

受
性
が
乏
し
く
な
り
、
そ
れ
ら
か
ら

感
動
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

・:
。
そ
こ
で
体
育
会
の
方
面
か
ら
汗

と
涙
に
よ
る
感
動
を
得
る
教
育
方
針

が
よ
り
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
・
:
。
や
は

り
文
武
両
道
な
の
で
す
。
体
育
会
系

だ
け
で
育
っ
た
私
が
今
、
後
悔
し
て

い
る
よ
う
に
文
系
だ
け
で
育
っ
た
人

に
も
空
し
い
物
が
あ
る
は
ず
で
す
。

今
学
校
で
学
ん
で
い
る
諸
君
、
芸
術

は
大
事
で
す
。
と
、
同
時
に
身
体
も

鍛
え
ま
し
ょ
ー
。
学
校
の
先
生
方
、

大
変
な
時
代
で
す
な
ー
。
し
っ
か
り

お
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
映
画
を

ご
覧
あ
れ
。
感
動
し
ま
っ
せ
。
ハ
ソ

カ
チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
お
忘
れ
な
く
。

こ
れ
で
委
員
会
り

ら

編

集

あ

と

ば

な

し

{

今
月
号
は
カ
ー

T
V
や
カ
ー
ナ
ビ

に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
。
車
に

T
V
が
あ
れ
ば
退
屈
凌
ぎ
に
は
な
り

ま
す
が
、
同
乗
者
が
い
る
と
き
は
会

話
も
し
て
下
さ
い
ね
。
最
近
は
映
像

か
ら
沢
山
の
情
報
を
吸
収
し
ま
す
が
、

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ

に
よ
る
情
報
の
吸
収
に
は
勝
て
な
い

と
考
え
る
A
S
U
K
A
で
し
た
。
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月 の
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行 事
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予

定

1 肱川町防災の日 17 農業委員会

3 防火パレード 17 肱川中学校卒業式

3 民生委員会 21 定例部落長会

5 行政相談 25 町内各小学校卒業式（幼稚圏）

5 • 21 心配ごと相談 28 税金等出張受入れ

11~13 町議会定例会 30 文化芸能発表会（風の博物館）

14 明老大学 30 しゃくなげまつり開幕式

3月の日曜 ・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

芳我外科医院 44-2560 2 日 （内 子 町）

（日） 久 保 医 院 25 - 0158 
（新 谷）

堀 J 11 医 院
43-0555 9 日 （内 子 町）

（日） 肱 J 11 医 院 25 - 2915 
（菅 田）

ョヽー 来 医 院 44-2248 
16日 （内 子 町）

（日） ＝ 瀬 医 院 26-0003 
（八 多 号＋ ） 

小 J 11 医 院 44 - 2815 
20日 （内 子 町）

（木） 城戸眼科医院 24 - 3008 
（末 広 町）

古 J 11 医 院 44-2407 
23日 （内 子 町）

（日） 藤本外科医院 24-2310 
（中 町）

町 田 医 院 43-0211 
30日 （内 子 町）

（日） 村上内科医院 23-3500 
（ ゴヒ 只）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡して
からお出かけください。

急救 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大、洲病院

24- 2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24- 5101 
（大洲市若宮）

木～日
大、洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

亭
◎
行
政
相
談

▽

日

時

3
月

5
日
（
水
）

午
後
1
時

30
分

?
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民
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室

▽
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福
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付
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日
（
水
）
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日
（
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日

□

汀
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1
時

30
分
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月
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日
（
水
）
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健
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日
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談
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保
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福
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▽
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▽
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◎
社
会
保
険
＿
日
（
出
張
）
相
談

◎
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燃
物
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▽
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月
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（
土
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▽
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集
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小
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小
藪
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肱
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篠
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．
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